
(57)【要約】

　本発明は、特定の、かついくつ場合に新規なジケトン

立体異性体またはその金属キレートを含み、特に波長３

５０～５００nmで優れた記録及び再生品質を有する新規

な光学的記録材料に関する。本発明は、よって、光学的

記録媒体であって、基板、記録層および場合により反射

層を含み、記録層が、式(I)［式中、Ｍは、水素、アル

ミニウムまたは、好ましくは、遷移金属であり、そして

Ｍは、更に、１つ以上の更なる配位子に配位していても

よく、かつ／あるいは、過剰の電荷の釣り合いをとるた

めに、適切な場合は配位圏の内部または外部の１つ以上

の更なるイオンに対し静電相互作用を有していてもよい

が、式（Iｂ）および（Iｃ）中のＭは、水素ではなく、

Ｑは、Ｃ－Ｈ、ＮまたはＣ－Ｒ６ であり、Ｃ＝Ｑの２重

結合の立体化学ではＥまたはＺのいずれかであることが

可能である。Ｒ１ ～Ｒ６ の正確な定義については詳細な

説明を参照されたい。］で示される化合物を含む光学的

記録媒体に関する。また、新規な化合物、特にテトラ配

位したキレート、並びにその製造方法が特許請求されて

いる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 、 記 録 層 お よ び 場 合 に よ り 反 射 層 を 含 む 光 学 的 記 録 媒 体 で あ っ て 、 記 録 層 が 、 式 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　

［ 式 中 、
　 Ｍ は 、 水 素 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 、 好 ま し く は 、 遷 移 金 属 で あ り 、 そ し て Ｍ は 、 更 に 、
１ つ 以 上 の 更 な る 配 位 子 に 配 位 し て い て も よ く 、 か つ ／ あ る い は 、 過 剰 の 電 荷 の 釣 り 合 い
を と る た め に 、 適 切 な 場 合 は 配 位 圏 の 内 部 ま た は 外 部 の １ つ 以 上 の 更 な る イ オ ン と の 静 電
相 互 作 用 を 有 し て い て も よ い が 、 式 （ Iｂ ） お よ び （ Iｃ ） 中 の Ｍ は 、 水 素 で は な く 、
　 Ｑ は 、 Ｃ － Ｈ 、 Ｎ ま た は Ｃ － Ｒ ６ で あ り 、 Ｃ ＝ Ｑ の ２ 重 結 合 の 立 体 化 学 で は Ｅ ま た は Ｚ
の い ず れ か で あ る こ と が 可 能 で あ り 、
　 Ｒ １ は 、 水 素 、 Ｏ Ｒ ７ 、 Ｓ Ｒ ７ 、 Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２

～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ

１ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６

～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ リ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ２ お よ び Ｒ ３ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア
ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア
リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ リ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ４ は 、 シ ア ノ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８

、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル カ － １ － エ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル カ － １ － エ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ

１ ２ ア ル カ － １ － イ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ ５ ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ ５ ヘ テ ロ シ ク ロ ア
ル ケ ニ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ５ は 、 シ ア ノ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８

、 Ｎ Ｈ Ｒ ９ 、 Ｎ Ｒ ８ Ｒ ９ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １

２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ

１ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ

９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ６ 、 Ｒ ７ お よ び Ｒ ８ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ

１ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２

シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ

１ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ １ と Ｒ ２ 、 Ｒ １ と Ｒ ６ 、 Ｒ ２ と Ｒ ３ 、 Ｒ ２ と Ｒ ７ 、 Ｒ ３ と Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ５ 、 Ｒ ４ と
Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ７ 、 お よ び ／ ま た は Ｒ ７ と Ｒ ８ は 、 ２ つ ず つ が 組 み に な っ て 、 互 い に 結 合
し て 、 １ 、 ２ 、 ３ あ る い は ４ 個 の 炭 素 環 式 環 ま た は Ｎ － 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ
ロ 環 式 環 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の よ う な 環 は い ず れ も 、 互 い に 独 立 し て 、 適 切
な 場 合 は 芳 香 族 も し く は ヘ テ ロ 芳 香 族 環 に 縮 環 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ し て ／ ま た は Ｎ
－ 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ ロ 環 式 環 の 複 数 が 互 い に 縮 環 す る こ と が 可 能 で あ り 、
そ し て
　 Ｎ － ヘ テ ロ 環 式 環 中 の い ず れ の Ｎ も 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ ９ に よ り 置 換 さ れ て い
る こ と が 可 能 で あ り ； ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル （ そ れ ぞ れ の 場 合 、 適 切 な 場 合
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は 非 芳 香 族 環 の 部 分 と し て ） 、 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 基 の い ず れ も が 、
そ し て 該 当 す る 場 合 、 ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 シ ク ロ ア ル キ ル お よ び ／ ま た
は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 基 の 複 数 が 、 互 い に 独 立 し て 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ １ ０ に よ り
モ ノ － も し く は ポ リ 置 換 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ り ； そ し て ア リ ー ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー ル
ま た は ア ラ ル キ ル 基 の い ず れ も が 、 あ る い は 該 当 す る 場 合 、 ア リ ー ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー ル お
よ び ／ ま た は ア ラ ル キ ル 基 の 複 数 が 、 互 い に 独 立 し て 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ １ １ に
よ り モ ノ － も し く は ポ リ 置 換 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ り 、
　 Ｒ ９ は 、 Ｈ 、 Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ ま た は Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ

７ Ｒ ８ で あ り 、
　 Ｒ １ ０ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｈ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｈ
Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｒ

１ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｈ Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｈ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｏ － Ｒ １ ２ 、
Ｏ － Ｃ Ｏ － Ｒ １ ２ 、 Ｓ － Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ － Ｒ １ ２ 、 オ キ ソ 、 チ オ ノ 、 ＝ Ｎ － Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ －
Ｏ Ｈ 、 ＝ Ｎ － Ｏ ・ 、 ＝ Ｎ － Ｏ Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｈ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｒ １ ２

Ｒ １ ３ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ

１ ３ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ３

Ｒ １ ２ ま た は Ｐ Ｏ （ Ｏ Ｒ １ ２ ） （ Ｏ Ｒ １ ３ ） で あ り 、
　 Ｒ １ １ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｈ 、 Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｒ １ ５ 、 Ｏ Ｒ １ ５

、 Ｓ Ｒ １ ５ 、 Ｃ （ Ｒ １ ６ ） ＝ Ｃ Ｒ １ ７ Ｒ １ ８ 、 Ｏ － Ｃ Ｏ － Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９

Ｒ ２ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ
Ｒ １ ９ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｏ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １

９ 、 Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｃ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ２ １ 、
Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｏ Ｒ １ ９ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｒ １ ９ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｒ １ ９ Ｒ ２ １ で あ
り 、 あ る い は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ
ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル チ オ 、 Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル オ キ シ ま
た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル オ キ シ で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は
１ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ お よ び Ｒ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、
Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル キ ル ま た は Ｃ

２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ り 、 あ る い は
　 Ｒ １ ２ と Ｒ １ ３ と は 、 共 通 の Ｎ と 一 緒 に な っ て 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 、 ピ ペ ラ ジ ン
ま た は モ ル ホ リ ン で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル に よ り
モ ノ － な い し テ ト ラ 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ５ は 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル
キ ル ま た は Ｃ ２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は
１ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ ２ ２ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ６ は 、 水 素 、 シ ア ノ 、 ハ ロ ゲ ン 、 ニ ト ロ で あ る か 、 あ る い は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル
、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル ま た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル
ケ ニ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は
異 な る ） の ハ ロ ゲ ン 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ も し く は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル コ キ シ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、 あ る い は Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ
ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル キ ル ま た は Ｃ ２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ っ て 、 そ
れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ お
よ び ／ も し く は ニ ト ロ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ７ お よ び Ｒ １ ８ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２

、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ ま た は Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ２ ０ で あ り 、
　 Ｒ １ ９ 、 Ｒ ２ ０ お よ び Ｒ ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｒ １ ５ で あ る か 、 あ る い は
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Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル ま た は Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適
切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の ハ ロ ゲ ン 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ も し く
は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り ； あ る い は
　 Ｒ １ ９ と Ｒ ２ ０ と は 、 共 通 の Ｎ と 一 緒 に な っ て 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 、 ピ ペ ラ ジ ン
ま た は モ リ ホ リ ン で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 置 換 さ れ て い る か 、 ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル に よ
り モ ノ － な い し テ ト ラ 置 換 さ れ て お り 、 あ る い は カ ル バ ゾ ー ル 、 フ ェ ノ キ サ ジ ン ま た は フ
ェ ノ チ ア ジ ン で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一
ま た は 異 な る ） の Ｒ ２ ２ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、 そ し て
　 Ｒ ２ ２ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １

３ で あ る か 、 あ る い は 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ ま た は Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適
切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り ； こ こ で
　 Ｒ ７ 、 Ｒ ８ 、 Ｒ ９ 、 Ｒ １ ０ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ 、 Ｒ １ ４ 、 Ｒ １ ５ 、 Ｒ １ ６ 、 Ｒ １

７ 、 Ｒ １ ８ 、 Ｒ １ ９ 、 Ｒ ２ ０ 、 Ｒ ２ １ お よ び ／ ま た は Ｒ ２ ２ が １ 回 以 上 存 在 す る 場 合 、 そ
れ ら の 各 々 は 、 他 の 全 て か ら 独 立 し て お り ； か つ ／ あ る い は
　 式 （ Iａ ） （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） で 示 さ れ る 同 一 ま た は 異 な る 部 分 ２ つ が 、 所 望 な ら 、
共 通 の 部 分 構 造 を 有 し て い て も よ い か 、 ま た は 直 接 結 合 に よ り 一 緒 に な っ て い て も よ く ；
そ し て 、 そ の よ う な 一 緒 に な っ て い る ２ つ の 部 分 中 の Ｍ が 同 一 で あ る 場 合 、 そ れ は 、 １ つ
の 原 子 で あ る こ と も で き る ］ で 示 さ れ る 化 合 物 を 含 む 光 学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｍ が 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｕ 、 Ｂ ｉ 、 Ｃ ｄ 、 Ｃ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｃ ｕ 、 Ｃ ｒ 、 Ｈ ｆ 、 Ｉ ｎ 、 Ｉ ｒ 、 Ｍ ｎ 、
Ｍ ｏ 、 Ｎ ｂ 、 Ｎ ｉ 、 Ｆ ｅ 、 Ｏ ｓ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｅ 、 Ｒ ｈ 、 Ｒ ｕ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｎ 、 Ｔ
ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ 、 Ｗ 、 Ｚ ｎ ま た は Ｚ ｒ 、 好 ま し く は Ｃ ｏ 、 Ｃ ｕ ま た は Ｎ ｉ 、 特 に Ｃ ｏ （ II）
、 Ｃ ｕ （ II） ま た は Ｎ ｉ （ II） で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 光 学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 Ｒ １ と Ｒ ６ と が 一 緒 に な り 、 か つ ／ ま た は Ｒ ４ と Ｒ ５ と が 一 緒 に な っ て 、 炭 素 環 式 環 ま
た は ヘ テ ロ 環 式 環 を 形 成 す る 場 合 、 そ の 環 が 、 芳 香 族 環 で も な く 、 ピ ロ ン で も な い 、 請 求
項 １ ま た は 請 求 項 ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｒ １ と Ｒ ６ 、 か つ ／ あ る い は Ｒ ４ と Ｒ ５ に よ り 形 成 さ れ 得 る 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ
環 式 環 が 、 環 中 に 少 な く と も １ つ の 完 全 に 飽 和 し た 炭 素 を 有 す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 光 学 的
記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｑ が Ｃ － Ｈ ま た は Ｎ で あ り 、 Ｒ ９ が Ｒ ７ で あ り 、 な ら び に ／ あ る い は 該 当 す る 場 合 、 炭
素 環 式 ま た は Ｎ － 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ ロ 環 式 の 非 芳 香 族 環 が 、 ３ ～ １ ２ 員 、
好 ま し く は ５ ま た は ６ 員 を 有 す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光
学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｒ ４ と Ｒ ５ と が 一 緒 に な っ て ５ ま た は ６ 員 環 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は
５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 基 板 、 記 録 層 お よ び 場 合 に よ り 反 射 層 を 含 み 、 記 録 層 が 、 式 ：
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 式 中 、 Ｍ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 遷 移 金 属 で あ り 、 Ｒ １ ’ は 、 Ｒ １ か ら 独 立 し て 、 Ｒ １

に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ ２ ’ は 、 Ｒ ２ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ２ に つ い て 定 義 さ れ
た と お り で あ り 、 Ｒ ３ ’ は 、 Ｒ ３ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ３ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、
Ｒ ４ ’ は 、 Ｒ ４ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ４ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ ５ ’ は 、 Ｒ ５ か
ら 独 立 し て 、 Ｒ ５ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ １ ’ と Ｒ １ 、 Ｒ ２ ’ と Ｒ ２ 、 Ｒ ３

’ と Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ’ と Ｒ ４ お よ び Ｒ ５ ’ と Ｒ ５ と は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 同 一 ま た は
異 な っ て い る こ と が 可 能 で あ り 、 適 切 な 場 合 、 基 Ｒ １ ’ 、 Ｒ ２ ’ 、 Ｒ ３ ’ 、 Ｒ ４ ’ ま た は
Ｒ ５ ’ は 、 直 接 結 合 に よ り 基 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ま た は Ｒ ５ に 結 合 す る こ と が 可 能 で
あ り 、 そ し て Ｑ 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ お よ び Ｒ ５ は 、 請 求 項 １ に 定 義 さ れ た と お り で
あ る ） で 示 さ れ る 化 合 物 、 そ の 立 体 異 性 体 、 オ リ ゴ マ ー ま た は 互 変 異 性 体 を 含 む 光 学 的 記
録 媒 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 記 録 層 が 、 Ｍ が 水 素 で あ る 式 （ Iａ ） の 化 合 物 と 共 に 、 Ｍ が ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 遷 移 金
属 で あ る 、 式 （ Iａ ） （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） の 少 な く と も ２ つ の 化 合 物 、 式 （ IIａ ） 、 （ I
Iｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 少 な く と も ２ つ の 化 合 物 、 あ る い は 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ）
、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 少 な く と も １ つ の 化 合 物 を 含 む 、 請 求 項 １ 、 ２ 、
３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ま た は ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 学 的 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ ま た は ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 、 光 学 的 記 録 媒 体
の デ ー タ が ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 波 長 で 記 録 ま た は 再 生 さ れ る 、 デ ー タ の 記 録 ま た は 再 生 方
法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ｍ が 遷 移 金 属 で あ り 、 た だ し 、 Ｒ １ と Ｒ ６ と が 一 緒 に な り 、 か つ ／ ま た は Ｒ ４ と Ｒ ５ と
が 一 緒 に な っ て 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ 環 式 環 を 形 成 し 、 そ の 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ
環 式 環 は 、 芳 香 族 環 で も な く 、 ピ ロ ン で も な い 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ ま た は ６ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 式 （ Iａ ） （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 式 ：
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 式 中 、 Ｍ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 遷 移 金 属 で あ り 、 Ｒ １ ’ は 、 Ｒ １ か ら 独 立 し て 、 Ｒ １

に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ ２ ’ は 、 Ｒ ２ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ２ に つ い て 定 義 さ れ
た と お り で あ り 、 Ｒ ３ ’ は 、 Ｒ ３ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ３ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、
Ｒ ４ ’ は 、 Ｒ ４ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ４ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 そ し て Ｒ ５ ’ は 、
Ｒ ５ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ５ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ １ ’ と Ｒ １ 、 Ｒ ２ ’ と Ｒ ２

、 Ｒ ３ ’ と Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ’ と Ｒ ４ お よ び Ｒ ５ ’ と Ｒ ５ と は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 同 一
ま た は 異 な っ て い る こ と が 可 能 で あ り 、 適 切 な 場 合 、 基 Ｒ １ ’ 、 Ｒ ２ ’ 、 Ｒ ３ ’ 、 Ｒ ４ ’
ま た は Ｒ ５ ’ は 、 直 接 結 合 に よ り 基 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ま た は Ｒ ５ に 結 合 す る こ と が
可 能 で あ り 、 そ し て Ｑ 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ お よ び Ｒ ５ は 、 請 求 項 １ に 定 義 さ れ た と
お り で あ る ） で 示 さ れ る キ レ ー ト の 立 体 異 性 体 、 オ リ ゴ マ ー ま た は 互 変 異 性 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 （ ａ ） Ｍ が 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ５ ま た は ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 、 式 （ Iａ
） 、 （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） ま た は （ IIａ ） の 化 合 物 あ る い は 請 求 項 ７ に 記 載 の 式 （ IIａ ）
の 化 合 物 を 、 親 水 性 の 、 Ｏ － 含 有 液 体 中 で 塩 基 を 使 用 し て 脱 プ ロ ト ン を 行 う こ と ；
　 （ ｂ ） ア ル ミ ニ ウ ム の 非 不 活 性 塩 ま た は 遷 移 金 属 Ｍ を 添 加 す る こ と ；
　 （ ｃ ） 場 合 に よ り 、 追 加 の 配 位 子 を １ ． ０ ｘ ～ １ ． ５ ｘ の 化 学 量 論 量 で 添 加 す る こ と ；
　 （ ｄ ） 場 合 に よ り 、 Ｏ － 含 有 液 体 と 混 和 で き る 別 の 液 体 を 添 加 し て 、 式 （ IIａ ） 、 （ II
ｂ ） ま た は （ IIｃ ） の キ レ ー ト を 沈 殿 さ せ る こ と ； そ し て
　 （ ｅ ） 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の キ レ ー ト を 単 離 す る こ と
を 含 む 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の キ レ ー ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 光 学 的 記 録 媒 体 の 製 造 に お け る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 式 （ Ia） 、 （ Ib） ま た は （ Ic） の
化 合 物 あ る い は 請 求 項 １ １ に 記 載 の 式 （ IIa） 、 （ IIb） ま た は （ IIc） の 化 合 物 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 定 の 、 そ し て あ る 場 合 に は 、 新 規 な ジ ケ ト ン エ ナ ミ ン ま た は そ の 金 属 キ レ
ー ト を 含 み 、 特 に ３ ５ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 波 長 に お い て 優 れ た 記 録 お よ び 再 生 の 特 性 を 有 す る
新 規 の 光 学 的 記 録 媒 体 に 関 す る 。 記 録 お よ び 再 生 は 、 同 じ 波 長 に お い て 非 常 に 有 利 に 行 う
こ と が で き 、 達 成 可 能 な 記 録 密 度 は 、 公 知 の 材 料 の 場 合 よ り 著 し く 高 い 。 更 に 、 本 発 明 に
よ る 材 料 は 、 日 光 も し く は 蛍 光 へ の 暴 露 、 熱 お よ び ／ ま た は 高 湿 度 の よ う な 厳 し い 条 件 下
で も 、 記 録 の 前 後 に お い て 非 常 に 良 好 な 貯 蔵 特 性 を 有 し て い る 。 更 に 、 そ の 製 造 は 、 ス ピ
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ン コ ー テ ィ ン グ の よ う な 慣 用 の コ ー テ ィ ン グ 方 法 を 使 用 し て 、 簡 単 か つ 容 易 に 再 現 可 能 で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ２ ５ ， ０ ２ ３ 号 は 、 ヘ テ ロ 環 式 ア ゾ 化 合 物 の Ｎ － 配 位 金 属 キ レ ー ト （
N-coordinated metal chelate） 、 例 え ば
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ４ 】
を 開 示 し て い る が 、 そ れ は 、 記 録 お よ び 再 生 が 、 ５ ０ ０ nmを は る か に 超 え た 、 例 え ば ６ ３
５ nmの 波 長 の レ ー ザ ー 放 射 線 を 使 用 し て 行 わ れ る シ ス テ ム の み に 適 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ４ ２ ， ０ ６ ７ 号 は 、 ア ミ ノ 置 換 芳 香 族 ア ゾ 化 合 物 の Ｏ － 配 位 金 属 キ レ
ー ト （ O-coordinated metal chelate） 、 例 え ば
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ７ 】
を 含 む 光 学 的 記 録 媒 体 を 開 示 し て い る が 、 し か し 、 記 録 お よ び 再 生 が 、 ５ ０ ０ nmを は る か
に 超 え た 波 長 の レ ー ザ ー 放 射 線 を 使 用 し て 行 わ れ る シ ス テ ム に の み 適 す る 。 実 施 例 ２ に お
い て は 、 開 口 数 ０ ． ６ ０ を 使 用 し て 、 記 録 は ６ ３ ５ nmで 行 わ れ 、 読 み 取 り は ６ ５ ０ nmで 行
わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 ０ ５ ９ ７ ８ ２ ６ 号 は 、 液 晶 ポ リ マ ー （ 「 ポ リ マ ー 液 晶 」 ） お よ び
そ れ に 可 溶 性 の 金 属 キ レ ー ト ま た は マ ク ロ 環 状 の 着 色 剤 （ 「 大 環 状 の 着 色 剤 」 ） を 含 む 記
録 媒 体 を 開 示 し て い る 。 そ の 結 果 と し て 、 光 吸 収 は 、 液 晶 ポ リ マ ー の 機 能 を 損 な う こ と な
し に 、 特 に 近 赤 外 に お い て 増 加 す る 。 記 録 お よ び 再 生 は 、 ８ ３ ０ nmで 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 先 行 の 光 学 的 記 録 材 料 は 、 高 度 な 要 求 の あ る 範 囲 の み を 満 た す か 、 あ る い
は そ の よ う な 要 求 の 全 て を 、 同 時 に は 完 全 に 満 足 な 度 合 ま で 満 た す も の で は な い 。 特 に 、
達 成 さ れ る デ ー タ 密 度 （ Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ ） は 、 完 全 に 満 足 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Polyhedron Vol. 9 No. 17, 2061～ 2069 (1990) は 、 銅 （ II） と ４ － メ チ ル － ３ － ［ ３
－ ジ メ チ ル ア ミ ノ ア ク リ ロ イ ル ］ － ２ Ｈ － ピ ラ ン － ２ － オ ン と の 錯 体 形 成 を 開 示 し て い る
。 ２ ， ２ ’ － ビ ピ リ ジ ン と １ ， １ ０ － フ ェ ナ ン ト ロ リ ン と の 混 合 キ レ ー ト 水 和 物 の 最 も 長
い 波 長 の 吸 収 帯 は 、 固 体 に お い て そ れ ぞ れ ３ ９ ８ nmお よ び ４ ０ ０ nmで あ る 。 溶 液 の 不 安 定
性 の た め に 、 錯 体 形 成 の 構 造 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る こ と は で き て い な い 。 ま た 、 １
： ２ 金 属 ／ キ レ ー ト 錯 体 を 製 造 す る こ と も で き て い な い 。 更 に 、 技 術 的 な 応 用 に つ い て も
全 く 述 べ ら れ て い な い 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-500610 A 2007.1.18



【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 い 情 報 密 度 お よ び 高 い デ ー タ 信 頼 性 を 有 す る 光 学 的 記 録 媒 体 で あ る
。 そ の よ う な 記 録 媒 体 は 、 頑 丈 で 、 耐 久 性 が あ り 、 使 用 し 易 い も の で な け れ ば な ら な い 。
更 に 、 そ れ は 、 大 量 生 産 さ れ る 製 品 と し て 製 造 す る の に 安 価 で な け れ ば な ら な い し 、 そ れ
は で き る 限 り 、 小 さ く 、 安 価 な 装 置 を 必 要 と す る も の で な け れ ば な ら な い し 、 そ し て そ れ
は 、 揮 発 性 の 毒 性 金 属 の よ う な 環 境 的 に 心 配 な 物 質 は 最 少 量 し か 含 ま な い も の で な け れ ば
な ら ず 、 あ る い は 環 境 的 に 心 配 な そ の よ う な 物 質 を 簡 単 な 手 段 で 処 分 で き る も の で な け れ
ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 し た が っ て 、 基 板 、 記 録 層 お よ び 場 合 に よ り 反 射 層 を 含 む 光 学 的 記 録 媒 体 で
あ っ て 、 記 録 層 が 、 式 ：
【 ０ ０ １ ３ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 式 中 、
　 Ｍ は 、 水 素 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 、 好 ま し く は 、 遷 移 金 属 で あ り 、 そ し て Ｍ は 、 更 に 、
１ つ 以 上 の 更 な る 配 位 子 に 配 位 し て い て も よ く 、 か つ ／ あ る い は 、 過 剰 の 電 荷 の 釣 り 合 い
を と る た め に 、 適 切 な 場 合 は 配 位 圏 の 内 部 ま た は 外 部 の １ つ 以 上 の 更 な る イ オ ン と の 静 電
相 互 作 用 を 有 し て い て も よ い が 、 式 （ Iｂ ） お よ び （ Iｃ ） 中 の Ｍ は 、 水 素 で は な く 、
　 Ｑ は 、 Ｃ － Ｈ 、 Ｎ ま た は Ｃ － Ｒ ６ で あ り 、 Ｃ ＝ Ｑ の ２ 重 結 合 の 立 体 化 学 で は Ｅ ま た は Ｚ
の い ず れ か で あ る こ と が 可 能 で あ り 、
　 Ｒ １ は 、 水 素 、 Ｏ Ｒ ７ 、 Ｓ Ｒ ７ 、 Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２

～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ

１ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６

～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ リ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ２ お よ び Ｒ ３ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア
ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア
リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ リ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ４ は 、 シ ア ノ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８

、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル カ － １ － エ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル カ － １ － エ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ

１ ２ ア ル カ － １ － イ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ ５ ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ ５ ヘ テ ロ シ ク ロ ア
ル ケ ニ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ５ は 、 シ ア ノ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ ７ Ｒ ８

、 Ｎ Ｈ Ｒ ９ 、 Ｎ Ｒ ８ Ｒ ９ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １

２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ

１ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ

９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ ６ 、 Ｒ ７ お よ び Ｒ ８ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ

１ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２
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シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ

１ ０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ り 、
　 Ｒ １ と Ｒ ２ 、 Ｒ １ と Ｒ ６ 、 Ｒ ２ と Ｒ ３ 、 Ｒ ２ と Ｒ ７ 、 Ｒ ３ と Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ５ 、 Ｒ ４ と
Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ７ 、 お よ び ／ ま た は Ｒ ７ と Ｒ ８ と は 、 ２ つ ず つ が 組 に な っ て 、 互 い に 結 合
し て 、 １ 、 ２ 、 ３ あ る い は ４ 個 の 炭 素 環 式 環 ま た は Ｎ － 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ
ロ 環 式 環 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の よ う な 環 は い ず れ も 、 互 い に 独 立 し て 、 適 切
な 場 合 は 芳 香 族 も し く は ヘ テ ロ 芳 香 族 環 に 縮 環 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ し て ／ ま た は Ｎ
－ 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ ロ 環 式 環 の 複 数 が 互 い に 縮 環 す る こ と が 可 能 で あ り 、
そ し て
　 Ｎ － ヘ テ ロ 環 式 環 中 の い ず れ の Ｎ も 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ ９ に よ り 置 換 さ れ て い
る こ と が 可 能 で あ り ； ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル （ そ れ ぞ れ の 場 合 、 適 切 な 場 合
は 非 芳 香 族 環 の 部 分 と し て ） 、 シ ク ロ ア ル キ ル ま た は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 基 の い ず れ も が 、
そ し て 、 該 当 す る 場 合 、 ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア ル キ ニ ル 、 シ ク ロ ア ル キ ル お よ び ／ ま
た は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 基 の 複 数 が 、 互 い に 独 立 し て 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ １ ０ に よ
り モ ノ － も し く は ポ リ 置 換 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ り ； そ し て ア リ ー ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー
ル ま た は ア ラ ル キ ル 基 の い ず れ も が 、 あ る い は 、 該 当 す る 場 合 、 ア リ ー ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー
ル お よ び ／ ま た は ア ラ ル キ ル 基 の 複 数 が 、 互 い に 独 立 し て 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｒ １

１ に よ り モ ノ － も し く は ポ リ 置 換 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ り 、
　 Ｒ ９ は 、 Ｈ 、 Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ７ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ ７ ま た は Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ

７ Ｒ ８ で あ り 、
　 Ｒ １ ０ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｈ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｈ
Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｎ Ｒ

１ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｎ Ｈ Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｈ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｏ Ｈ 、 Ｎ Ｒ １ ４ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｏ － Ｒ １ ２ 、
Ｏ － Ｃ Ｏ － Ｒ １ ２ 、 Ｓ － Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ － Ｒ １ ２ 、 オ キ ソ 、 チ オ ノ 、 ＝ Ｎ － Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ －
Ｏ Ｈ 、 ＝ Ｎ － Ｏ ・ 、 ＝ Ｎ － Ｏ Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｈ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 ＝ Ｎ － Ｎ Ｒ １ ２

Ｒ １ ３ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ

１ ３ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １ ３ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ３

Ｒ １ ２ ま た は Ｐ Ｏ （ Ｏ Ｒ １ ２ ） （ Ｏ Ｒ １ ３ ） で あ り 、
　 Ｒ １ １ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｈ 、 Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｈ Ｏ 、 Ｒ １ ５ 、 Ｏ Ｒ １ ５

、 Ｓ Ｒ １ ５ 、 Ｃ （ Ｒ １ ６ ） ＝ Ｃ Ｒ １ ７ Ｒ １ ８ 、 Ｏ － Ｃ Ｏ － Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９

Ｒ ２ ０ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ
Ｒ １ ９ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｏ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １

９ 、 Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｃ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ １ ９ 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ２ １ 、
Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｏ Ｒ １ ９ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｒ １ ９ Ｏ Ｒ ２ １ 、 Ｐ （ ＝ Ｏ ） Ｒ １ ９ Ｒ ２ １ で あ
り 、 あ る い は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ
ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル チ オ 、 Ｃ １

～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル オ キ シ ま
た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル オ キ シ で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は
１ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ お よ び Ｒ １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル 、
Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル キ ル ま た は Ｃ

２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ り 、 あ る い は
　 Ｒ １ ２ と Ｒ １ ３ と は 、 共 通 の Ｎ と 一 緒 に な っ て 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 、 ピ ペ ラ ジ ン
ま た は モ リ ホ リ ン で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル に よ り
モ ノ － な い し テ ト ラ 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ５ は 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル
キ ル ま た は Ｃ ２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は
１ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ ２ ２ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
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　 Ｒ １ ６ は 、 水 素 、 シ ア ノ 、 ハ ロ ゲ ン 、 ニ ト ロ で あ る か 、 あ る い は Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル
、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル ま た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル
ケ ニ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は
異 な る ） の ハ ロ ゲ ン 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ も し く は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ
ア ル コ キ シ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、 あ る い は Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ
ロ ア リ ー ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル キ ル ま た は Ｃ ２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル で あ っ て 、 そ
れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ お
よ び ／ も し く は ニ ト ロ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、
　 Ｒ １ ７ お よ び Ｒ １ ８ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２

、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｒ １ ９ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｒ １ ９ Ｒ ２ ０ ま た は Ｃ Ｏ Ｏ Ｒ ２ ０ で あ り 、
　 Ｒ １ ９ 、 Ｒ ２ ０ お よ び Ｒ ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 独 立 し て 、 Ｒ １ ５ で あ る か 、 あ る い は
Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル ま た は Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適
切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の ハ ロ ゲ ン 、 ヒ ド ロ キ シ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ も し く
は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り ； あ る い は
　 Ｒ １ ９ と Ｒ ２ ０ と は 、 共 通 の Ｎ と 一 緒 に な っ て 、 ピ ロ リ ジ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 、 ピ ペ ラ ジ ン
ま た は モ リ ホ リ ン で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル に よ り
モ ノ － な い し テ ト ラ 置 換 さ れ て お り 、 あ る い は カ ル バ ゾ ー ル 、 フ ェ ノ キ サ ジ ン ま た は フ ェ
ノ チ ア ジ ン で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適 切 な 場 合 は 同 一 ま
た は 異 な る ） の Ｒ ２ ２ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り 、 そ し て
　 Ｒ ２ ２ は 、 ハ ロ ゲ ン 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｈ Ｒ １ ２ 、 Ｓ Ｏ ２ Ｎ Ｒ １ ２ Ｒ １

３ で あ る か 、 あ る い は 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ １ ～ Ｃ

１ ２ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル チ オ 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル コ キ シ ま た は Ｃ

３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル コ キ シ で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 、 非 置 換 で あ る か 、 ま た は １ つ 以 上 （ 適
切 な 場 合 は 同 一 ま た は 異 な る ） の Ｒ １ ０ 基 に よ り 置 換 さ れ て お り ； こ こ で
　 Ｒ ７ 、 Ｒ ８ 、 Ｒ ９ 、 Ｒ １ ０ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ 、 Ｒ １ ４ 、 Ｒ １ ５ 、 Ｒ １ ６ 、 Ｒ １

７ 、 Ｒ １ ８ 、 Ｒ １ ９ 、 Ｒ ２ ０ 、 Ｒ ２ １ お よ び ／ ま た は Ｒ ２ ２ が １ 回 以 上 存 在 す る 場 合 、 そ
れ ら の 各 々 は 、 他 の 全 て か ら 独 立 し て お り ； か つ ／ あ る い は
　 式 （ Iａ ） （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） で 示 さ れ る 同 一 ま た は 異 な る 部 分 ２ つ が 、 所 望 な ら 、
普 通 の 部 分 構 造 を 有 し て い て も よ い か 、 ま た は 直 接 結 合 に よ り 一 緒 に な っ て い て も よ く ；
そ し て 、 そ の よ う な 一 緒 に な っ て い る ２ つ の 部 分 中 の Ｍ が 同 一 で あ る 場 合 、 そ れ は 、 １ つ
の 原 子 で あ る こ と も で き る ］ で 示 さ れ る 化 合 物 を 含 む 光 学 的 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） ま た は （ Iｃ ） で 示 さ れ る 部 分 の 結 び 付 き に よ り 、 例
え ば 、 ダ イ マ ー お よ び ／ ま た は テ ロ マ ー が も た ら さ れ 、 そ れ ら は 、 例 え ば 式 （ Iａ ） の 場
合 、 次 の 式 の 化 合 物 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

(10) JP 2007-500610 A 2007.1.18



【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の よ う な 場 合 、 も ち ろ ん 、 ２ つ の Ｒ １ 基 の 間 ま た は ２ つ の Ｒ ３ 基 の 間 の み な ら ず 、 部
分 構 造 の 同 一 ま た は 異 な る い ず れ の 置 換 基 の 間 に も 直 接 結 合 が 存 在 す る こ と が 可 能 で あ り
、 そ し て Ｍ ま た は Ｎ Ｒ ２ Ｒ ３ 以 外 の 共 通 の （ 重 複 す る ） 部 分 構 造 が 存 在 す る こ と も 可 能 で
あ る 。 異 な る 部 分 の 場 合 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ 、 Ｒ ５ お よ び ／ ま た は Ｑ の 複 数 が 、 互
い に 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ ロ ゲ ン は 、 塩 素 、 臭 素 、 フ ッ 素 ま た は ヨ ウ 素 、 好 ま し く は 、 フ ッ 素 、 塩 素 ま た は 臭 素
で あ り 、 特 に 、 ア ル キ ル に お い て は フ ッ 素 （ 例 え ば 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 β ， β ， β －
ト リ フ ル オ ロ エ チ ル 、 α ， α － ジ フ ル オ ロ エ チ ル ま た は ペ ル フ ル オ ロ 化 ア ル キ ル 基 、 例 え
ば ヘ プ タ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル ） 、 そ し て ア リ ー ル 、 ヘ テ ロ ア リ ー ル ま た は ア ラ ル キ ル の ア リ
ー ル 部 分 も し く は ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル の ヘ テ ロ ア リ ー ル 部 分 に お い て は 、 塩 素 ま た は 臭 素 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル ま た は シ ク ロ ア ル ケ ニ ル は 、 直 鎖 で も 、 分 岐 し
て い て も よ く 、 あ る い は 単 環 式 で も 多 環 式 で も よ い 。 ア ル キ ル は 、 例 え ば 、 メ チ ル 、 直 鎖
の Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 ま た は 好 ま し く は 分 岐 の Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル で あ る 。 ア ル ケ
ニ ル は 、 例 え ば 直 鎖 の Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル 、 ま た は 好 ま し く は 分 岐 の Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ ア
ル ケ ニ ル で あ る 。 し た が っ て 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル は 、 例 え ば 、 メ チ ル 、 エ チ ル 、 ｎ －
プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ｎ － ブ チ ル 、 ｓ ｅ ｃ － ブ チ ル 、 イ ソ ブ チ ル 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル
、 ｎ － ペ ン チ ル 、 ２ － ペ ン チ ル 、 ３ － ペ ン チ ル 、 ２ ， ２ － ジ メ チ ル プ ロ ピ ル 、 ｎ － ヘ キ シ
ル 、 ｎ － オ ク チ ル 、 １ ， １ ， ３ ， ３ － テ ト ラ メ チ ル ブ チ ル 、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル 、 ノ ニ ル
、 デ シ ル ま た は ド デ シ ル で あ る 。 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル は 、 例 え ば 、 シ ク ロ プ ロ ピ
ル 、 シ ク ロ ブ チ ル 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 、 シ ク ロ へ キ シ ル 、 ト リ メ チ ル シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 メ ン
チ ル 、 ツ ジ ル 、 ボ ル ニ ル 、 １ － ア ダ マ ン チ ル ま た は ２ － ア ダ マ ン チ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル ケ ニ ル ま た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル ケ ニ ル は 、 単 不 飽 和 あ る い は 多
不 飽 和 で あ る Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル ま た は Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル で あ り 、 こ こ で 、
２ つ 以 上 の ２ 重 結 合 は 、 離 れ て い て も 、 ま た は 共 役 し て い て も よ く 、 例 え ば 、 ビ ニ ル 、 ア
リ ル 、 ２ － プ ロ ペ ン － ２ － イ ル 、 ２ － ブ テ ン － １ － イ ル 、 ３ － ブ テ ン － １ － イ ル 、 １ ， ３
－ ブ タ ジ エ ン － ２ － イ ル 、 ２ － シ ク ロ ブ テ ン － １ － イ ル 、 ２ － ペ ン テ ン － １ － イ ル 、 ３ －
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ペ ン テ ン － ２ － イ ル 、 ２ － メ チ ル － １ － ブ テ ン － ３ － イ ル 、 ２ － メ チ ル － ３ － ブ テ ン － ２
－ イ ル 、 ３ － メ チ ル － ２ － ブ テ ン － １ － イ ル 、 １ ， ４ － ペ ン タ ジ エ ン － ３ － イ ル 、 ２ － シ
ク ロ ペ ン テ ン － １ － イ ル 、 ２ － シ ク ロ ヘ キ セ ン － １ － イ ル 、 ３ － シ ク ロ ヘ キ セ ン － １ － イ
ル 、 ２ ， ４ － シ ク ロ ヘ キ サ ジ エ ン － １ － イ ル 、 １ － ｐ － メ ン テ ン － ８ － イ ル 、 ４ （ １ ０ ）
－ ツ ジ ェ ン － １ ０ － イ ル 、 ２ － ノ ル ボ ル ネ ン － １ － イ ル 、 ２ ， ５ － ノ ル ボ ル ナ ジ エ ン － １
－ イ ル 、 ７ ， ７ － ジ メ チ ル － ２ ， ４ － ノ ル カ ラ ジ エ ン － ３ － イ ル 、 ま た は ヘ キ セ ニ ル 、 オ
ク テ ニ ル 、 ノ ネ ニ ル 、 デ セ ニ ル も し く は ド デ セ ニ ル の 種 々 の 異 性 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ８ ア ラ ル キ ル は 、 好 ま し く は Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 例 え ば 、 ベ ン ジ ル 、
２ － ベ ン ジ ル － ２ － プ ロ ピ ル 、 β － フ ェ ニ ル － エ チ ル 、 ９ － フ ル オ レ ニ ル 、 α ， α － ジ メ
チ ル ベ ン ジ ル 、 δ － フ ェ ニ ル － ブ チ ル ま た は β － ナ フ チ ル エ チ ル で あ る 。 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア
ラ ル キ ル が 置 換 さ れ て い る 場 合 、 ア ラ ル キ ル 基 の ア ル キ ル 部 分 と ア リ ー ル 部 分 と の 両 方 と
も 置 換 さ れ て い て よ い が 、 後 者 の 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｃ ６ ～ Ｃ １ ４ ア リ ー ル は 、 好 ま し く は Ｃ ６ ～ Ｃ １ ０ ア リ ー ル 、 例 え ば フ ェ ニ ル ま た は ナ
フ チ ル 、 特 に フ ェ ニ ル で あ る （ ア ラ ル キ ル の ア リ ー ル 部 分 と し て も ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ヘ テ ロ ア リ ー ル は 、 ４ ｎ ＋ ２ 個 の 共 役 π 電 子 を 有 す る 不 飽 和 も し く は 芳 香
族 基 で あ り 、 好 ま し く は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 例 え ば 、 ２ － チ エ ニ ル 、 ２ － フ リ ル
、 ３ － フ ラ ザ ニ ル 、 ２ － ピ リ ジ ル 、 ２ － チ ア ゾ リ ル 、 ２ － オ キ サ ゾ リ ル 、 ２ － イ ミ ダ ゾ リ
ル 、 イ ソ チ ア ゾ リ ル 、 チ ア ゾ リ ル 、 テ ト ラ ゾ リ ル ； ま た は チ オ フ ェ ン 、 フ ラ ン 、 ピ リ ジ ン
、 チ ア ゾ ー ル 、 オ キ サ ゾ ー ル 、 イ ソ オ キ サ ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 イ ソ チ ア ゾ ー ル 、 ト リ
ア ゾ ー ル 、 ピ リ ジ ン お よ び ベ ン ゼ ン 環 か ら な る 他 の い ず れ か の 環 系 で あ り ； か つ 、 非 置 換
で あ る か 、 ま た は １ ～ ６ 個 の エ チ ル 、 メ チ ル 、 エ チ レ ン お よ び ／ も し く は メ チ レ ン 置 換 基
で 置 換 さ れ て お り 、 例 え ば ベ ン ゾ ト リ ア ゾ リ ル 、 な ら び に Ｎ － ヘ テ ロ 環 状 物 の 場 合 、 適 切
な 場 合 は そ れ ら の Ｎ － オ キ シ ド の 形 態 の も の で も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ６ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル は 、 好 ま し く は Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 例 え ば
Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル に よ り 置 換 さ れ た Ｃ １ ～ Ｃ ８ ア ル キ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｃ ２ ～ Ｃ ５ ヘ テ ロ シ ク ロ ア ル キ ル は 、 例 え ば 、 エ ポ キ シ ド 、 エ ピ ス ル フ ィ ド ま た は ア ジ
リ ジ ン 基 で あ り 、 あ る い は オ キ セ チ ル 、 チ エ チ ル 、 ピ ロ リ ジ ニ ル 、 ２ － ピ ロ リ ニ ル 、 ３ －
ピ ロ リ ニ ル 、 イ ミ ダ ゾ リ ジ ニ ル 、 イ ミ ダ ゾ リ ル 、 ピ ラ ゾ リ ジ ニ ル 、 ピ ラ ゾ リ ル 、 ピ ペ リ ジ
ル 、 ピ ペ ラ ジ ニ ル ま た は モ ル ホ リ ニ ル で も あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 ア リ ー ル お よ び ア ラ ル キ ル は 、 金 属 と 、 例 え ば そ れ 自 体 知 ら れ て い る 、 遷 移 金 属
の メ タ ロ セ ン の 形 態 、 と り わ け 下 記 の 形 態 で 結 合 し た 芳 香 族 基 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 遷 移 金 属 は 、 ３ ～ １ ２ 族 の 元 素 （ 新 し い Ｉ Ｕ Ｐ Ａ Ｃ 命 名 法 ） で あ る 。 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ
） ま た は （ Iｃ ） の 化 合 物 は 、 有 利 に は 電 気 的 に 中 性 で あ る が 、 そ の 電 荷 が 互 い に 釣 り 合
っ て い る な ら ば 、 決 し て カ チ オ ン お よ び ア ニ オ ン の 存 在 を 排 除 す る も の で は な い 。 適 切 な
場 合 は 、 そ れ ら は 対 イ オ ン お よ び 双 生 イ オ ン の 形 態 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｍ は 、 好 ま し く は 遷 移 金 属 、 例 え ば 、 Ａ ｕ 、 Ｂ ｉ 、 Ｃ ｄ 、 Ｃ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｃ ｕ 、 Ｃ ｒ 、 Ｈ
ｆ 、 Ｉ ｎ 、 Ｉ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｍ ｏ 、 Ｎ ｂ 、 Ｎ ｉ 、 Ｆ ｅ 、 Ｏ ｓ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｅ 、 Ｒ ｈ
、 Ｒ ｕ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｎ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ 、 Ｗ 、 Ｚ ｎ ま た は Ｚ ｒ 、 特 に Ｃ ｏ 、 Ｃ ｕ ま た は Ｎ ｉ
、 と り わ け Ｃ ｏ （ II） 、 Ｃ ｕ （ II） ま た は Ｎ ｉ （ II） で あ る 。 最 外 殻 ｄ に お け る 電 子 数 に
依 存 す る が 、 そ の よ う な 遷 移 金 属 は 、 通 常 １ ～ ８ 個 の 配 位 子 に 配 位 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に 、 配 位 子 は 、 例 え ば 、 公 知 の 化 合 物 （ 例 え ば 、 ア ン モ ニ ア 、 水 、 ア ミ ン 、 ポ リ ア ミ
ン 、 ア ル コ ー ル ま た は ポ リ ア ル コ ー ル ） で あ る か 、 あ る い は 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） ま た は （
Iｃ ） で 示 さ れ る の と 同 一 の 配 位 子 も し く は そ れ ら に 類 似 す る 配 位 子 で も あ り 、 該 当 す る
場 合 、 ２ 個 の 配 位 子 は 、 直 接 結 合 、 か つ ／ ま た は ２ 個 の 配 位 子 （ こ れ ら は 互 い に 独 立 し て
い て も 結 合 し て い て も よ い ） の ４ 個 の 酸 素 原 子 に 配 位 し て い る Ｍ に よ り 結 合 す る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｑ は 、 好 ま し く は Ｃ － Ｈ ま た は Ｎ 、 特 に Ｃ － Ｈ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｒ ９ は 、 好 ま し く は Ｒ ７ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 炭 素 環 式 ま た は Ｎ － 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ ロ 環 式 の 、 非 芳 香 族 環 は 、 有 利 に
は ３ ～ １ ２ 員 、 好 ま し く は ５ ま た は ６ 員 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｍ が 、 遷 移 金 属 で あ る 場 合 、 Ｒ ５ は 、 好 ま し く は 、 Ｃ １ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １

２ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ ２ ア ル キ ニ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ ３ ～ Ｃ １ ２ シ
ク ロ ア ル ケ ニ ル 、 Ｃ ７ ～ Ｃ １ ２ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ２ ～ Ｃ １ １ ヘ テ ロ ア ラ ル キ ル 、 Ｃ ６ ～ Ｃ １

０ ア リ ー ル ま た は Ｃ １ ～ Ｃ ９ ヘ テ ロ ア リ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｎ － 、 Ｏ － お よ び ／ も し く は Ｓ － ヘ テ ロ 環 式 環 は 、 存 在 す る 場 合 、 そ れ ら は 、 芳 香 族 環
ま た は ヘ テ ロ 芳 香 族 環 に 縮 環 さ れ 得 る が 、 好 ま し く は そ れ 自 身 は 芳 香 族 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｒ １ と Ｒ ６ と が 一 緒 に な り 、 か つ ／ ま た は Ｒ ４ と Ｒ ５ と が 一 緒 に な っ て 、 炭 素 環 式 環 ま
た は ヘ テ ロ 環 式 環 を 形 成 す る 場 合 、 特 に 好 ま し い も の は 、 芳 香 族 環 で も ピ ロ ン で も な い 環
で あ る 。 好 ま し い も の は 、 環 中 に 少 な く と も １ つ の 完 全 に 飽 和 し た 炭 素 を 有 す る 、 Ｒ １ と
Ｒ ６ 、 か つ ／ ま た は Ｒ ４ と Ｒ ５ に よ り 形 成 さ れ る 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ 環 式 環 で あ る
。 ま た 、 特 に 好 ま し い も の は 、 環 中 に 少 な く と も １ つ の 完 全 に 飽 和 し た 炭 素 を 有 す る 、 Ｒ

１ と Ｒ ２ 、 Ｒ ２ と Ｒ ３ 、 Ｒ ２ と Ｒ ７ 、 Ｒ ３ と Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ６ 、 Ｒ ４ と Ｒ ７ 、 お よ び ／ ま
た は Ｒ ７ と Ｒ ８ と に よ り 形 成 さ れ る 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ 環 式 環 で あ る 。 同 様 に 特 別
に 好 ま し い も の は 、 Ｒ ４ と Ｒ ５ と が 一 緒 に な っ て 形 成 す る ５ ま た は ６ 員 環 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 好 ま し い 説 明 は 、 個 々 に 、 お よ び い ず れ か の 組 み 合 わ せ に 適 用 さ れ る 。 本 発 明 の
全 て の 化 合 物 は 、 概 し て 、 更 に 有 利 な 特 性 、 そ れ ら が 有 す る よ り 更 に 好 ま し い 個 々 の 特 徴
を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 好 ま し い も の は 、 式 ：
【 ０ ０ ３ ９ 】
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【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 式 中 、 Ｍ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 遷 移 金 属 で あ り 、 Ｒ １ ’ は 、 Ｒ １ か ら 独 立 し て 、 Ｒ １

に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ ２ ’ は 、 Ｒ ２ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ２ に つ い て 定 義 さ れ
た と お り で あ り 、 Ｒ ３ ’ は 、 Ｒ ３ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ３ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、
Ｒ ４ ’ は 、 Ｒ ４ か ら 独 立 し て 、 Ｒ ４ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ ５ ’ は 、 Ｒ ５ か
ら 独 立 し て 、 Ｒ ５ に つ い て 定 義 さ れ た と お り で あ り 、 Ｒ １ ’ と Ｒ １ 、 Ｒ ２ ’ と Ｒ ２ 、 Ｒ ３

’ と Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ’ と Ｒ ４ お よ び Ｒ ５ ’ と Ｒ ５ と は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 同 一 ま た は
異 な っ て い る こ と が 可 能 で あ り 、 適 切 な 場 合 、 基 Ｒ １ ’ 、 Ｒ ２ ’ 、 Ｒ ３ ’ 、 Ｒ ４ ’ ま た は
Ｒ ５ ’ は 、 直 接 結 合 に よ り 基 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ ま た は Ｒ ５ に 結 合 す る こ と が 可 能 で
あ る ）
で 示 さ れ る キ レ ー ト 、 そ の 立 体 異 性 体 、 オ リ ゴ マ ー お よ び 互 変 異 性 体 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） が 、 理 想 化 し た 平 面 形 態 で 描 か れ て い る と い う 事
実 に よ り 、 立 体 化 学 的 可 能 性 が 限 定 さ れ て い る と は 決 し て 解 釈 す べ き で は な い 。 反 対 に 、
も ち ろ ん 、 配 位 子 は 、 中 心 の 金 属 原 子 の 周 り の 配 位 圏 に お い て 、 い か な る 所 望 の 空 間 配 置
（ 例 え ば 、 平 面 形 の Ｅ も し く は Ｚ 、 あ る い は 四 面 体 形 、 八 面 体 形 ま た は ピ ラ ミ ッ ド 形 ） を
占 め て も よ く 、 そ れ ら は ま た 、 適 切 な 場 合 、 ね じ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の と り わ け 注 目 す べ き 多 様 な 特 質 を 、 次 の 純 全 た る 実 例 （ よ り 明 瞭 に す る 目 的 で
、 更 な る 配 位 子 は 示 さ れ て い な い ） か ら 理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 化 １ ０ 】
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） お よ び （ Iｃ ） の 化 合 物 の い く つ か は 、 新 規 で あ る が 、 そ れ 自 体 公
知 の 一 般 的 な 方 法 を 使 用 し て 、 公 知 化 合 物 と 類 似 し て 製 造 す る こ と が で き る 。 し た が っ て
、 本 発 明 は ま た 、 本 発 明 書 で 先 に 与 え ら れ た 定 義 に よ る 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） ま た は （ I
ｃ ） の 化 合 物 （ 式 中 、 Ｍ は 、 Ｒ １ と Ｒ ６ と が 一 緒 に な り 、 か つ ／ ま た は Ｒ ４ と Ｒ ５ と が 一
緒 に な っ て 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ 環 式 環 を 形 成 す る 場 合 、 炭 素 環 式 環 ま た は ヘ テ ロ 環
式 環 が 芳 香 族 環 で も ピ ロ ン で も な い と い う 条 件 で 、 遷 移 金 属 で あ る ） に も 関 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 記 録 層 は 、 有 利 に は 、 主 成 分 ま た は 少 な く と も 重 要 な 成 分 と し て 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ）
、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 化 合 物 あ る い は そ の よ う な 化 合 物 の 混
合 物 を 、 例 え ば １ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 特 に ５ ０ ～ １ ０ ０ 重
量 ％ 含 む 。 更 な る 慣 用 成 分 、 例 え ば 、 光 学 的 記 録 媒 体 に お い て は す で に 記 載 さ れ て い る 、
他 の 発 色 団 （ 例 え ば 、 ３ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ nmに 吸 収 極 大 を 有 し て い る も の ） 、 安 定 剤 、 １ Ｏ

２ -、 三 重 項 － 、 ル ミ ネ セ ン ス － 消 光 剤 、 融 点 降 下 剤 、 分 解 促 進 剤 ま た は あ ら ゆ る そ の 他
の 添 加 剤 が 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 、 安 定 剤 ま た は 蛍 光 消 光 剤 が 、 所 望 な ら 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 化 合 物 に 加 え て
、 場 合 に よ り 、 記 録 層 に 使 用 す る こ と が で き る 発 色 団 は 、 例 え ば 、 シ ア ニ ン お よ び シ ア ニ
ン 金 属 錯 体 （ 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ ８ ， ６ ５ ０ 号 ） 、 ア ザ － お よ び ホ ス フ ァ － シ ア ニ ン （ 国
際 公 開 第 ０ ２ ／ ０ ８ ２ ４ ３ ８ 号 ） 、 ス チ リ ル 化 合 物 （ 米 国 特 許 第 ６ ， １ ０ ３ ， ３ ３ １ 号 ）
、 オ キ ソ ノ ー ル 色 素 （ ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 ０  ８ ３ ３  ３ １ ４ 号 ） 、 ア ゾ 色 素 お よ び ア ゾ
金 属 錯 体 （ 特 開 平 １ １ － ０ ２ ８  ８ ６ ５ 号 ） 、 フ タ ロ シ ア ニ ン （ ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ２ ３
２  ４ ２ ７ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ３ ３ ７  ２ ０ ９ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ３ ７ ３  ６ ４
３ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ４ ６ ３  ５ ５ ０ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ４ ９ ２  ５ ０ ８ 号 、 ヨ
ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ ０ ９  ４ ２ ３ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ １ １  ５ ９ ０ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ
特 許 第 ０  ５ １ ３  ３ ７ ０ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ １ ４  ７ ９ ９ 号 、  ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第
０  ５ １ ８  ２ １ ３ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ １ ９  ４ １ ９ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ １
９  ４ ２ ３ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ５ ７ ５  ８ １ ６ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ６ ０ ０  ４ ２
７ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ６ ７ ６  ７ ５ １ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ７ １ ２  ９ ０ ４ 号 、 国
際 公 開 第 ９ ８ ／ １ ４ ５ ２ ０ 号 、 国 際 公 開 第 ０ ０ ／ ０ ９ ５ ２ ２ 号 、 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ２ ５ ６
４ ８ 号 、 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ０ ８ ３ ７ ９ ６ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 １  ２ ５ ３  ５ ８ ６ 号 、
ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 １  ２ ６ ５  ２ ３ ３ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 １  ２ ７ １  ５ ０ ０ 号 、
ス イ ス 特 許 第 １ １ ３ ７ ／ ０ ３ ） 、 ポ リ フ ィ リ ン 、 ポ ル フ ィ ラ ジ ン （ ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第
０  ８ ２ ２  ５ ４ ６ 号 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ９ ８ ， ０ ９ ３ 号 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ７  ７ ２ ３
号 、 国 際 公 開 第 ０ ３ ／ ０ ４ ２  ９ ９ ０ 号 ） 、 カ ル ボ ピ ロ ニ ン （ 国 際 公 開 第 ０ ３ ／ ０ ０ ７  ２
９ ６ ） 、 ジ ピ ロ ロ メ テ ン 色 素 お よ び そ の 金 属 キ レ ー ト 化 合 物 （ ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 ０  
８ ２ ２  ５ ４ ４ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 ０  ９ ０ ３  ７ ３ ３ 号 ） 、 キ サ ン テ ン 色 素 お よ び
そ の 金 属 錯 体 塩 （ 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ５ １ ， ６ ２ １ 号 、 国 際 公 開 第 ０ ３ ／ ０ ９ ８  ６ １ ７ 号
、 国 際 公 開 第 ０ ３ ／ ０ ９ ８  ６ １ ８ 号 ） 、 ピ リ ド ン 金 属 錯 体 （ 国 際 公 開 第 ０ ３ ／ ０ ６ ３  １
５ １ 号 ） ま た は ２ 次 酸 化 合 物 （ quadratic acid compounds） （ ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 第 ０  
５ ６ ８  ８ ７ ７ 号 ） 、 あ る い は オ キ サ ジ ン 、 ジ オ キ サ ジ ン 、 ジ ア ザ ス チ リ ル 、 ホ ル マ ザ ン
、 ア ン ト ラ キ ノ ン ま た は フ ェ ノ チ ア ジ ン で あ る ； こ の リ ス ト は 決 し て 完 全 な も の で は な く
、 当 業 者 は 、 更 な る 公 知 の 色 素 、 例 え ば Ｐ Ｃ Ｔ 特 許 出 願 ／ Ｅ Ｐ ２ ０ ０ ４ ／ ０ ５ ０ １ ８ ５ ま
た は Ｐ Ｃ Ｔ 特 許 出 願 ／ Ｅ Ｐ ２ ０ ０ ４ ／ ０ ５ ０ ２ ０ ６ の も の も 含 む も の と 解 釈 す る は ず で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 混 合 物 は 、 知 ら れ て い る よ う に 、 多 く の 利 点 、 例 え ば 、 よ り 優 れ た 溶 解 性 お よ び よ り 低
い 結 晶 化 傾 向 を 有 し て い る の で 、 ア モ ル フ ァ ス 層 を 、 ス ピ ン － コ ー テ ィ ン グ 法 で 安 定 し て
製 造 す る こ と が よ り 容 易 に な る 。 そ れ 自 体 公 知 の 方 法 で 混 合 比 率 を 最 適 化 す る こ と に よ り
、 有 利 な 熱 的 お よ び 光 学 的 性 質 を 有 す る 、 特 に 急 峻 な 吸 収 帯 域 を 有 す る 固 体 の 記 録 層 が 得
ら れ る 。 更 に 、 固 体 状 態 に お け る ス ペ ク ト ル 吸 収 端 が 平 ら に 伸 び る の を 防 ぐ こ と が 可 能 な
こ と が 多 い 。 そ れ ゆ え に 、 最 適 な 混 合 比 率 は 、 一 般 的 に 、 種 々 の 溝 形 状 を も 含 む 一 連 の 試
験 に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 該 当 す る 場 合 、 好 ま し い も の は 、 こ れ ら の 、 そ れ 自 身 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmで 光 学 的 記 録 媒
体 に お い て 使 用 さ れ る た め に 知 ら れ て い る 、 追 加 の 色 素 で あ る こ と が 理 解 さ れ る だ ろ う 。
特 に 好 ま し い も の は 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ
） の 化 合 物 の 混 合 物 、 例 え ば 異 性 体 の 混 合 物 で あ る 。 ま た 、 Ｍ が 遷 移 金 属 で あ る 式 （ Iａ
） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 化 合 物 と 、 Ｍ が 水 素 で あ る
式 （ Iａ ） の 化 合 物 と の 混 合 物 が 、 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 記 録 層 が 、 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmで の 使 用 に そ れ 自 体 適 し て い な い そ の 他 の 発 色 団 を 含 む 場
合 、 そ の よ う な 発 色 団 の 量 は 、 記 録 の た め の 決 定 的 な フ ァ ク タ ー で あ る 、 全 固 体 層 の 吸 収
帯 の 長 波 長 側 の 勾 配 の 変 曲 点 （ 最 大 勾 配 の 点 ） の 波 長 に お け る 発 色 団 の 吸 収 が 、 同 じ 波 長
に お け る 全 固 体 層 中 の 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ
） の 化 合 物 の 吸 収 の 数 分 の １ 、 有 利 に は 高 々 １ ／ ３ 、 好 ま し く は 高 々 １ ／ ５ 、 特 に 高 々 １
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／ １ ０ と な る よ う に 、 好 ま し く は 少 な く な け れ ば な ら な い 。 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの ス ペ ク ト
ル 範 囲 に お け る 色 素 混 合 物 の 吸 収 極 大 は 、 好 ま し く は ４ ５ ０ nmよ り 低 域 、 好 ま し く は ４ ０
０ nmよ り 低 域 、 特 に ３ ４ ０ ～ ３ ８ ０ nmの 波 長 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 安 定 剤 お よ び １ Ｏ ２ － 、 三 重 項 － も し く は ル ミ ネ セ ン ス － 消 光 剤 は 、 例 え ば 、 Ｎ － も し
く は Ｓ － 含 有 の エ ノ レ ー ト 、 フ ェ ノ レ ー ト 、 ビ ス フ ェ ノ レ ー ト 、 チ オ レ ー ト も し く は ビ ス
チ オ レ ー ト の 金 属 錯 体 ま た は ア ゾ 、 ア ゾ メ チ ン も し く は ホ ル マ ザ ン 色 素 の 金 属 錯 体 、 例 え
ば 、 ビ ス （ ４ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ジ チ オ ベ ン ジ ル ） ニ ッ ケ ル ［ Ｃ Ａ Ｓ 番 号 ３ ８ ４ ６ ５ － ５
５ － ３ ］ 、 Irgalan（ 登 録 商 標 ） Bordeaux EL、 Cibafast（ 登 録 商 標 ） Ｎ も し く は 類 似 化 合
物 、 ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル お よ び そ の 誘 導 体 、 例 え ば 、 Cibafast（ 登 録 商 標 ） Ａ Ｏ 、 ｏ －
ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル － ト リ ア ゾ ー ル も し く は － ト リ ア ジ ン 、 ま た は 他 の 紫 外 線 吸 収 剤 、 例
え ば Cibafast（ 登 録 商 標 ） Ｗ も し く は Cibafast（ 登 録 商 標 ） Ｐ 、 あ る い は ヒ ン ダ ー ド ア ミ
ン （ Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｏ ま た は Ｈ Ａ Ｌ Ｓ 、 ま た ニ ト ロ キ シ ド ま た は Ｎ Ｏ Ｒ － Ｈ Ａ Ｌ Ｓ と し て ） 、 ま
た ジ イ ン モ ニ ウ ム 、 Paraquat（ 商 標 ） ま た は Orthoquat（ 商 標 ） 塩 、 例 え ば Kayasorb（ 登
録 商 標 ） Ｉ Ｒ Ｇ  ０ ２ ２ 、 Kayasorb（ 登 録 商 標 ） Ｉ Ｒ Ｇ  ０ ４ ０ 、 あ る い は 場 合 に よ り 、 ま
た ラ ジ カ ル 塩 、 例 え ば Ｎ ， Ｎ ， Ｎ ’ ， Ｎ ’ － テ ト ラ キ ス （ ４ － ジ ブ チ ル ア ミ ノ フ ェ ニ ル ）
－ ｐ － フ ェ ニ レ ン ア ミ ン － ア ン モ ニ ウ ム 塩 で あ る 。 後 者 は 、 Organica（ Wolfen／ ド イ ツ ）
か ら 入 手 で き 、 Kayasorb（ 登 録 商 標 ） 銘 柄 は 、 日 本 化 薬 （ 株 ） か ら 入 手 で き 、 そ し て Irga
lan（ 登 録 商 標 ） お よ び Cibafast（ 登 録 商 標 ） 銘 柄 は 、 Ciba Spezialitatenchemie AGか ら
入 手 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の よ う な 構 造 の 多 く は 、 知 ら れ て お り 、 そ れ ら の い く つ か は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５
， ２ １ ９ ， ７ ０ ７ 号 、 特 開 平 ０ ６ － １ ９ ９ ０ ４ ５ 号 、 特 開 平 ０ ７ － ７ ６ １ ６ ９ 号 、 特 開 平
０ ７ － ２ ６ ２ ６ ０ ４ 号 ま た は 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ２ ２ ４ １ 号 か ら の 光 学 的 記 録 媒 体 と 結 び
つ け ら れ て も い る 。 そ れ ら は 、 例 え ば 上 記 の 刊 行 物 に 開 示 さ れ て い る 金 属 錯 体 ア ニ オ ン の
塩 、 ま た は 例 え ば 次 式 の 化 合 物 に よ り 例 示 さ れ る 金 属 錯 体 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 当 業 者 は 、 ど の 添 加 剤 が 、 ど の よ う な 濃 度 で 、 特 に ど の よ う な 目 的 に よ く 適 合 す る か を
、 他 の 光 学 情 報 媒 体 か ら 知 る は ず で あ る し 、 ま た は 容 易 に 確 認 で き る も の で あ る 。 添 加 剤
の 適 切 な 濃 度 は 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ Ｉ Ｉ ａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ）
の 記 録 媒 体 を 基 準 に し て 、 例 え ば ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０ ０ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ～ ５ ０ 重 量
％ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 光 学 的 記 録 材 料 は 、 ア モ ル フ ァ ス 固 体 記 録 層 の 全 般 的 に 優 れ た ス ペ ク ト ル
特 性 を 示 し 、 屈 折 率 も 驚 く ほ ど 高 い 。 そ の よ う な 化 合 物 に 関 し て 、 固 体 の 驚 く ほ ど 低 い 凝
集 傾 向 に よ っ て 、 吸 収 帯 は 狭 く て 強 く 、 吸 収 帯 は 特 に 長 波 長 側 で 鋭 い 。 結 晶 子 は 、 予 想 外
に 、 そ し て 非 常 に 有 利 な こ と に 、 形 成 さ れ な い か 、 ま た は ほ ん の 無 視 で き る 程 度 し か 形 成
さ れ な い 。 書 き 込 み 波 長 お よ び 読 み 取 り 波 長 の 範 囲 に お け る 該 層 の 反 射 率 は 、 書 き 込 ま れ
て い な い 状 態 で 高 い 。 レ ー ザ ー 放 射 線 に 対 す る 感 度 は 書 き 込 み モ ー ド で 高 く 、 よ り 低 い エ
ネ ル ギ ー の 読 み 取 り モ ー ド に お い て は 、 そ れ に 関 す る 安 定 性 は 高 い 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ ら の 層 の 優 れ た 特 性 に よ り 、 高 い 感 度 、 高 い 再 現 性 お よ び 幾 何 学 的 に 非 常 に 正 確 な
マ ー ク 境 界 を 有 す る 高 速 光 学 的 記 録 を 得 る こ と が 可 能 で あ り 、 そ し て 屈 折 率 お よ び 反 射 率
は 実 質 的 に 変 化 し 、 こ の こ と が 高 度 の コ ン ト ラ ス ト を も た ら す 。 マ ー ク 長 お よ び 間 隔 距 離
に お け る 差 異 （ 「 ジ ッ タ ー 」 ） は 、 通 常 の 記 録 速 度 （ 約 ４ ． ５ ～ ５ ． ５ ｍ ・ ｓ － １ ） お よ
び よ り 高 い 記 録 速 度 （ 例 え ば ９ ～ ２ ５ ｍ ・ ｓ － １ ま た は よ り 高 い 速 度 で さ え ） の 両 方 に お
い て 驚 く ほ ど 小 さ く 、 そ れ は 、 比 較 的 小 さ い ト ラ ッ ク ス ペ ー ス （ 「 ピ ッ チ 」 ） を 有 す る 狭
い レ コ ー ド チ ャ ン ネ ル を 使 用 し て 得 ら れ る 高 記 憶 密 度 を 可 能 に す る 。 更 に 、 記 録 さ れ た デ
ー タ は 、 驚 く ほ ど 低 い エ ラ ー 率 で 再 生 さ れ る の で 、 例 え ば 、 Blue-Ray（ 商 標 ） 標 準 に 準 拠
し た 、 長 さ が ０ ． １ ５ ± ０ ． ０ １ μ m（ ２ Ｔ ） の マ ー ク を 含 む 比 較 的 短 い マ ー ク が 可 能 で
あ り 、 そ し て エ ラ ー 補 正 は 、 極 く 少 量 の 記 憶 ス ペ ー ス し か 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 優 れ た 溶 解 性 に よ り 、 溶 液 （ 無 極 性 溶 媒 中 を 含 む ） は 、 例 え ば 保 存 中 の や っ か い な
沈 殿 な し に 高 濃 度 で さ え も 使 用 で き る の で 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 中 の 問 題 は 、 大 幅 に 取 り
除 か れ る 。 こ れ は 、 分 岐 Ｃ ３ ～ Ｃ ８ ア ル キ ル を 含 有 す る 化 合 物 に 特 に 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 記 録 お よ び 再 生 は 、 有 利 に は ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nm、 特 に ３ ５ ０ ～ ５ ０ ０ nm、 好 ま し く は ３
７ ０ ～ ４ ５ ０ nmの レ ー ザ ー 光 源 で 、 同 じ 波 長 で 行 う こ と が で き る 。 特 に 好 ま し い の は 、 ３
７ ０ ～ ３ ９ ０ nm、 特 に 約 ３ ８ ０ nmの Ｕ Ｖ 範 囲 で あ る か 、 あ る い は 特 に ３ ９ ０ ～ ４ ３ ０ nm、
と り わ け 約 ４ ０ ５ ± ５ nmの 可 視 域 の 端 で あ る 。 高 い 開 口 数 （ 例 え ば ０ ． ８ ５ ） の 光 学 系 シ
ス テ ム に つ い て の コ ン パ ク ト な 、 青 色 ま た は 紫 色 の レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド （ 例 え ば 日 亜  Ｇ
ａ Ｎ  ４ ０ ５ nm） の 分 野 に お い て は 、 記 録 層 あ た り 、 約 ２ ０ ～ ３ ０ Ｇ ｂ ま で が １ ２ ０ mmデ
ィ ス ク 上 で 達 成 で き る よ う に 、 マ ー ク は 小 さ く 、 そ し て ト ラ ッ ク は 狭 く で き る 。 ３ ８ ０ nm
に お い て 、 そ の レ ー ザ ー 光 源 が す で に プ ロ ト タ イ プ ［ Jung Han et al., MRS Internet J.
Nitride Semicond. Res. 5S1, W6. 2 (2000) を 参 照 さ れ た し ］ と し て 存 在 し て い る 、 イ
ン ジ ウ ム ド ー プ し た Ｕ Ｖ － Ｖ Ｃ Ｓ Ｅ Ｌ ｓ （ Vertical-Cavity-Surface-Emitting Laser： 垂
直 共 振 器 面 発 光 レ ー ザ ー ） を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は ま た 、 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 波 長 で 本 発 明 に よ る 光 学 的 記 録 媒 体 上
に デ ー タ が 記 録 ま た は 再 生 さ れ る 、 デ ー タ を 記 録 ま た は 再 生 す る 方 法 に も 関 す る 。 記 録 は
、 好 ま し く は 少 な く と も ４ ． ５ ｍ ・ ｓ － １ の 線 速 度 ν で 行 わ れ 、 そ こ で は 特 に 長 さ の 異 な
る マ ー ク が 作 ら れ 、 そ し て そ れ ら の 中 で 最 も 短 い も の は 、 ほ と ん ど 丸 く 、 そ し て そ れ ら の
中 で 最 も 長 い も の は 、 長 さ が 幅 の お お よ そ ４ 倍 に 相 当 す る 。 線 速 度 は 、 特 に 、 少 な く と も
９ ｍ ・ ｓ － １ （ １ ｘ ） 、 １ ８ ｍ ・ ｓ － １ （ ２ ｘ ） ま た は ３ ６ ｍ ・ ｓ － １ （ ４ ｘ ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 記 録 媒 体 は 、 公 知 の 記 録 媒 体 の 構 造 に 基 づ く こ と が で き 、 そ の 場 合 、 前 記 の も の 、 例 え
ば Ｄ Ｖ Ｄ ＋ Ｒ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ に 類 似 し て い る 。 し た が っ て 、 そ れ は 、 例 え ば 、 透 明 な 基
板 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 化 合 物 の 少 な
く と も １ つ を 含 む 記 録 層 、 な ら び に 反 射 体 層 お よ び 保 護 層 か ら 構 成 す る こ と が で き 、 書 き
込 み お よ び 読 み 取 り は 、 基 板 を 通 し て な さ れ る 。 ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 波 長 で の 記 録 お よ び
再 生 に 適 す る そ の よ う な シ ス テ ム は 、 例 え ば Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ （ 商 標 ） ［ 以 前 は advanced opt
ical disk（ 次 世 代 光 デ ィ ス ク ） Ａ Ｏ Ｄ と し て 知 ら れ て い た ］ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 適 切 な 基 板 は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 、 鉱 物 、 セ ラ ミ ッ ク な ら び に 熱 硬 化 性 お よ び 熱 可 塑 性 プ
ラ ス チ ッ ク で あ る 。 好 ま し い 支 持 体 は 、 ガ ラ ス お よ び ホ モ － も し く は コ ポ リ マ ー の プ ラ ス
チ ッ ク で あ る 。 適 切 な プ ラ ス チ ッ ク は 、 例 え ば 、 熱 可 塑 性 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ア ミ
ド 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ア ク リ レ ー ト お よ び ポ リ メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ オ
レ フ ィ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン 、 ポ リ イ ミ ド 、 熱 硬 化 性 の ポ リ エ ス テ
ル お よ び エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る 。 特 に 好 ま し い も の は 、 例 え ば 射 出 成 形 に よ り 製 造 す る こ と
が で き る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 基 板 で あ る 。 基 板 は 、 混 ぜ 物 の な い 状 態 で あ っ て も よ く 、 あ る
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い は 慣 用 の 添 加 剤 、 例 え ば 、 記 録 層 の 光 安 定 化 と し て 例 え ば 特 開 平 ０ ４ － １ ６ ７ ２ ３ ９ 号
に 提 案 さ れ て い る Ｕ Ｖ 吸 収 剤 ま た は 色 素 を 含 ん で い て も よ い 。 後 者 の 場 合 は 、 支 持 基 板 に
加 え ら れ る 色 素 が 、 書 き 込 み の 波 長 （ レ ー ザ ー の 発 光 波 長 ） 領 域 に お い て 、 全 く 吸 収 が な
い か 、 ま た は せ い ぜ い 極 く 低 い 吸 収 、 好 ま し く は 記 録 層 に 焦 点 を 合 わ せ た レ ー ザ ー 光 の 最
大 約 ２ ０ ％ ま で の 低 い 吸 収 し か 有 さ な い こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 基 板 は 、 有 利 に は そ れ が 、 例 え ば 書 き 込 み ま た は 読 み 取 り 波 長 の 入 射 光 の 少 な く と も ８
０ ％ を 透 過 で き る よ う に 、 少 な く と も ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nmの 範 囲 の 部 分 に わ た っ て 透 明 で あ
る 。 基 板 は 、 有 利 に は １ ０ μ m～ ２ mmの 厚 さ 、 好 ま し く は １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ μ mの 厚 さ 、 特
に ６ ０ ０ ～ １ １ ０ ０ μ mの 厚 さ で あ り 、 好 ま し く は コ ー テ ィ ン グ 側 に ス パ イ ラ ル 状 で 、 溝
の 深 さ が １ ０ ～ １ ０ ０ nm、 好 ま し く は ５ ０ ～ １ ５ ０ nm、 溝 の 幅 が １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ nm、 好 ま
し く は １ ２ ０ ～ ２ ５ ０ nmの 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク ） お よ び ２ つ の 溝 間 の 軸 方 向 間 隔 ２ ０ ０ ～ ６
０ ０ nm、 好 ま し く は ２ ５ ０ ～ ４ ５ ０ nmを 有 し て い る （ 例 え ば 、 溝 の 深 さ １ ０ ０ ± ２ ０ nm、
溝 の 幅 ２ ０ ０ ± ５ ０ nmお よ び ２ 周 回 間 の 軸 方 向 間 隔 ３ ７ ０ ± ６ ０ nmを 有 し て い る ） 。 異 な
る 断 面 形 状 の 溝 は 、 例 え ば 、 長 方 形 、 台 形 ま た は Ｖ 形 状 が 知 ら れ て い る 。 公 知 の Ｃ Ｄ － Ｒ
お よ び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 媒 体 と 同 様 に 、 案 内 溝 は 、 更 に 、 小 さ い 周 期 的 な ま た は 準 周 期 的 な 横 方
向 へ の 振 れ （ ウ オ ブ ル ） を 受 け る こ と が で き る の で 、 回 転 速 度 お よ び 読 み 取 り ヘ ッ ド （ ピ
ッ ク ア ッ プ ） の 絶 対 的 位 置 決 め の 同 期 化 を 可 能 に す る 。 振 れ の 代 わ り に 、 ま た は 振 れ に 加
え て 、 隣 接 の 溝 （ プ レ ピ ッ ト ） の 間 に マ ー ク す る こ と に よ り 同 じ 機 能 を 果 た す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 記 録 媒 体 は 、 例 え ば ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ に よ る 溶 液 の 塗 布 に よ っ て 付 与 さ れ 、 そ の 目 的
は 、 で き る だ け ア モ ル フ ァ ス で あ る 層 を 製 造 す る こ と で あ り 、 層 の 厚 さ は 、 表 面 （ 「 ラ ン
ド 」 ） に お い て 、 有 利 に は ０ ～ ７ ０ nm、 好 ま し く は １ ～ ２ ０ nm、 特 に ２ ～ １ ０ nmで あ り 、
溝 の 形 状 に も 依 存 す る が 、 溝 に お い て 、 有 利 に は ２ ０ ～ １ ５ ０ nm、 好 ま し く は ３ ０ ～ １ ２
０ nm、 特 に ３ ０ ～ ８ ０ nmで あ る 。 別 の 実 施 態 様 に お い て は 、 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） ま た は （
Iｃ ） の 化 合 物 で 達 成 さ れ 、 記 録 層 の 厚 さ は 、 溝 に お い て 有 利 に は ３ ０ ～ ８ ０ nm、 横 側 （
「 ラ ン ド 」 ） に お い て ２ ０ ～ ７ ０ nmで あ り 、 溝 の 中 と 表 面 で の 層 の 厚 さ の 差 は 、 ２ ０ nm未
満 、 好 ま し く は １ ０ nm未 満 で あ る 。 そ の 結 果 と し て 、 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ と 互 換 性 を も っ
て 、 溝 の 中 お よ び 横 側 の 表 面 の 両 方 に お い て 書 き 込 み お よ び 読 み 取 る こ と が 可 能 で あ る 。
ト ラ ッ ク ピ ッ チ は 、 そ の 場 合 、 約 １ ／ ２ の 大 き さ に 過 ぎ ず 、 全 記 憶 容 量 は よ り 大 き く な る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 両 方 の 実 施 態 様 に お い て 、 書 き 込 み お よ び 読 み 取 り は 、 基 板 側 か ら 行 わ れ る 。 レ ー ザ ー
ビ ー ム は 、 基 板 を 通 し て 記 録 層 に あ て ら れ 、 そ し て 好 ま し く は ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ nm、 特 に ３
７ ０ ～ ４ ５ ０ nmの 波 長 を 有 し て い る 。 反 射 層 は 、 記 録 層 の 、 基 板 と は 反 対 側 の 面 に 存 在 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 反 射 層 に 適 す る 反 射 材 料 は 、 特 に 、 記 録 お よ び 再 生 に 使 用 さ れ る レ ー ザ ー 放 射 線 の 良 好
な 反 射 を も た ら す 、 金 属 、 例 え ば 元 素 周 期 律 表 の 主 族 III、 IVお よ び V、 な ら び に 副 族 の 金
属 を 包 含 す る 。 Ａ ｌ 、 Ｉ ｎ 、 Ｓ ｎ 、 Ｐ ｂ 、 Ｓ ｂ 、 Ｂ ｉ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ａ ｕ 、 Ｚ ｎ 、 Ｃ ｄ 、
Ｈ ｇ 、 Ｓ ｃ 、 Ｙ 、 Ｌ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｈ ｆ 、 Ｖ 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｏ 、 Ｗ 、 Ｆ ｅ 、 Ｃ
ｏ 、 Ｎ ｉ 、 Ｒ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｐ ｄ 、 Ｏ ｓ 、 Ｉ ｒ 、 Ｐ ｔ そ し て ラ ン タ ノ イ ド 金 属 Ｃ ｅ 、 Ｐ ｒ 、 Ｎ
ｄ 、 Ｐ ｍ 、 Ｓ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｔ ｂ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｍ 、 Ｙ ｂ お よ び Ｌ ｕ 、 な ら び
に そ れ ら の 合 金 が 、 特 に 適 切 で あ る 。 そ の 高 い 反 射 率 お よ び 製 造 の 容 易 さ の 理 由 で 、 特 に
好 ま し い も の は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 金 ま た は そ れ ら の 合 金 （ 例 え ば 白 金 ま た は 銀 ／ ク ロ
ム 合 金 ） の 反 射 層 で あ り 、 経 済 性 お よ び 環 境 的 理 由 か ら と り わ け ア ル ミ ニ ウ ム の 反 射 層 で
あ る 。 反 射 層 は 、 有 利 に は ５ ～ ２ ０ ０ nmの 厚 さ 、 好 ま し く は １ ０ ～ １ ０ ０ nmの 厚 さ 、 特 に
２ ０ ～ ８ ０ nmの 厚 さ で あ る が 、 そ れ よ り 厚 い 厚 さ の 反 射 層 も ま た 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 保 護 層 に 適 す る 材 料 は 、 主 と し て プ ラ ス チ ッ ク を 含 み 、 そ れ は 、 直 接 ま た は 接 着 促 進 剤
の 助 け で 反 射 層 に 対 し て 薄 層 で 付 与 さ れ る 。 優 れ た 表 面 特 性 を 有 す る 、 機 械 的 お よ び 熱 的
に 安 定 な プ ラ ス チ ッ ク を 選 択 す る こ と が 有 利 で あ り 、 こ の 特 性 は 、 更 に 改 変 さ れ て 、 例 え
ば 書 き 込 ま れ て よ い 。 プ ラ ス チ ッ ク は 、 熱 硬 化 性 プ ラ ス チ ッ ク お よ び 熱 可 塑 性 プ ラ ス チ ッ
ク で あ っ て よ い 。 直 接 付 与 さ れ る 保 護 層 は 、 好 ま し く は 放 射 線 硬 化 （ 例 え ば Ｕ Ｖ 放 射 線 を
使 用 す る ） コ ー テ ィ ン グ で あ り 、 そ れ は 特 に 製 造 が 簡 単 で 経 済 的 で あ る 。 広 い 範 囲 の 色 々
な 放 射 線 硬 化 性 材 料 が 知 ら れ て い る 。 放 射 線 硬 化 性 モ ノ マ ー お よ び オ リ ゴ マ ー の 例 は 、 ジ
オ ー ル 、 ト リ オ ー ル な ら び に テ ト ロ ー ル の ア ク リ レ ー ト お よ び メ タ ク リ レ ー ト ； 芳 香 族 テ
ト ラ カ ル ボ ン 酸 と 、 ア ミ ノ 基 の 少 な く と も ２ つ の オ ル ト 位 に Ｃ １ ～ Ｃ ４ ア ル キ ル 基 を 有 す
る 芳 香 族 ジ ア ミ ン と の ポ リ イ ミ ド ； お よ び ジ ア ル キ ル マ レ イ ン イ ミ ジ ル 基 、 例 え ば ジ メ チ
ル マ レ イ ン イ ミ ジ ル 基 を 有 す る オ リ ゴ マ ー で あ る 。 接 着 促 進 剤 を 使 用 し て 付 与 さ れ る 保 護
層 に 関 し て は 、 基 板 層 に 使 用 さ れ る も の （ 特 に ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ） と 同 じ 材 料 を 使 用 す る
の が 好 ま し い 。 使 用 さ れ る 接 着 促 進 剤 も ま た 、 好 ま し く は 放 射 線 硬 化 性 モ ノ マ ー お よ び オ
リ ゴ マ ー で あ る 。 接 着 促 進 剤 を 使 用 し て 付 与 さ れ る 保 護 層 の 代 わ り に 、 記 録 層 お よ び 反 射
層 を 含 む も う １ つ の 基 板 も ま た 使 用 で き 、 そ れ に よ り 記 録 媒 体 が 両 側 と も 使 用 で き る 。 好
ま し い も の は 、 対 称 構 造 の も の で あ り 、 ２ つ の 部 分 は 、 接 着 促 進 剤 に よ り 直 接 ま た は 中 間
層 を 介 し て 、 反 射 側 で 接 着 さ れ る 。 そ の 場 合 、 該 基 板 は 、 ２ つ の 基 板 か ら 構 成 さ れ て い る
デ ィ ス ク 全 体 が １ つ だ け の 基 板 か ら な る の と 略 同 じ 厚 さ に な る た め に 、 約 １ ／ ２ の 厚 さ で
あ る に 過 ぎ な い こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ の よ う な 構 造 に お い て 、 保 護 層 、 ま た は 保 護 材 料 の 光 学 特 性 は 、 該 当 す る 場 合 、 例 え
ば Ｕ Ｖ 放 射 線 に よ る そ れ の 硬 化 が 達 成 さ れ る な ら ば 、 そ れ 自 体 基 本 的 に は 重 要 で は な い 。
保 護 層 の 機 能 は 、 全 体 と し て 記 録 媒 体 の 機 械 的 強 度 お よ び 必 要 な ら ば 、 薄 い 反 射 層 の 機 械
的 強 度 を 確 実 に す る こ と で あ る 。 記 録 媒 体 が 、 十 分 に 強 固 で あ る な ら 、 例 え ば 厚 い 反 射 層
が 存 在 す る 場 合 、 保 護 層 を 完 全 に 省 く こ と さ え 可 能 で あ る 。 保 護 層 の 厚 さ は 、 全 体 と し て
記 録 媒 体 の 厚 さ に も 依 存 す る が 、 好 ま し く は 、 最 大 で 約 ２ mmの 厚 さ で な け れ ば な ら な い 。
保 護 層 は 、 好 ま し く は １ ０ μ m～ １ mmの 厚 さ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 記 録 媒 体 は 、 追 加 の 層 、 例 え ば 干 渉 層 ま た は 障 壁 層 を 有 す る こ と も
で き る 。 ま た 、 多 数 （ 例 え ば ２ ～ １ ０ ） の 記 録 層 を 有 す る 記 録 媒 体 を 構 成 す る こ と も 可 能
で あ る 。 そ の 構 造 お よ び そ の よ う な 材 料 の 使 用 は 、 当 業 者 に は 公 知 で あ る 。 干 渉 層 は 、 存
在 す る 場 合 は 、 好 ま し く は 、 記 録 層 と 反 射 層 の 間 、 か つ ／ ま た は 記 録 層 と 基 板 と の 間 に 配
置 さ れ 、 誘 電 材 料 、 例 え ば ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ３ ５ ３  ３ ９ ３ 号 に 記 載 さ れ て い る 、 Ｔ ｉ
Ｏ ２ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ 、 Ｚ ｎ Ｓ ま た は シ リ コ ン 樹 脂 か ら な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 記 録 媒 体 は 、 そ れ 自 体 公 知 の 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き 、 使 用 さ れ る
材 料 お よ び そ の 機 能 に よ っ て 、 様 々 な コ ー テ ィ ン グ 方 法 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 適 切 な コ ー テ ィ ン グ 方 法 は 、 例 え ば 、 浸 漬 法 、 流 し 塗 り 法 、 刷 毛 塗 り 法 、 ブ レ ー ド 塗 布
法 お よ び ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 、 な ら び に 高 真 空 下 で 行 わ れ る 蒸 着 法 で あ る 。 例 え ば 、 流
し 塗 り 法 が 使 用 さ れ る 場 合 、 通 常 有 機 溶 媒 中 の 溶 液 が 使 用 さ れ る 。 溶 媒 を 使 用 す る 場 合 、
使 用 さ れ る 支 持 体 が 、 そ れ ら の 溶 媒 に 影 響 さ れ な い よ う に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 適 切
な コ ー テ ィ ン グ 方 法 お よ び 溶 媒 は 、 例 え ば ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ４ ０ １  ７ ９ １ 号 ま た は ヨ
ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ４ ８ ５  ３ ３ ７ 号 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 記 録 層 は 、 好 ま し く は 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ に よ る 色 素 溶 液 の 塗 布 に よ っ て 付 与 さ れ 、
満 足 す る も の で あ る こ と が 判 明 し て い る 溶 媒 は 、 特 に 、 ア ル コ ー ル 、 例 え ば 、 ２ － メ ト キ
シ エ タ ノ ー ル 、 １ － メ ト キ シ － ２ － プ ロ パ ノ ー ル 、 ２ － プ ロ パ ノ ー ル も し く は ｎ － ブ タ ノ
ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ケ ト ン 、 例 え ば ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル も し く は ３ － ヒ ド ロ キ シ － ３ － メ
チ ル － ２ － ブ タ ノ ン 、 ヒ ド ロ キ シ エ ス テ ル 、 例 え ば 乳 酸 メ チ ル エ ス テ ル も し く は イ ソ 酪 酸
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メ チ ル エ ス テ ル 、 ま た は 好 ま し く は フ ッ 素 化 ア ル コ ー ル 、 例 え ば ２ ， ２ ， ２ － ト リ フ ル オ
ロ エ タ ノ ー ル も し く は ２ ， ２ ， ３ ， ３ － テ ト ラ フ ル オ ロ － １ － プ ロ パ ノ ー ル 、 お よ び そ れ
ら の 混 合 物 で あ る 。 更 に 適 切 な 溶 媒 は 、 例 え ば ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０  ４ ８ ３  ３ ８ ７ 号 に 開
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 金 属 の 反 射 層 の 付 与 は 、 好 ま し く は ス パ タ リ ン グ ま た は 真 空 下 で の 蒸 着 に よ り な さ れ る
。 そ の よ う な 技 術 は 、 公 知 で あ り 、 専 門 家 の 文 献 （ 例 え ば J.L. Vossen and W. Kern, "Th
in Film Processes", Academic Press, 1978） に 記 載 さ れ て い る 。 操 作 は 、 有 利 に は 連 続
的 に 行 う こ と が で き 、 優 れ た 反 射 率 お よ び 接 着 の 度 合 が 高 い 金 属 反 射 層 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 記 録 は 、 公 知 の 方 法 に 従 っ て 、 記 録 層 の 表 面 上 を 定 ま っ た ま た は 変 え ら れ る 速 度 で 案 内
さ れ る 、 変 調 さ れ 、 集 光 さ れ た レ ー ザ ー ビ ー ム に よ っ て 、 固 定 さ れ た 長 さ の 、 ま た は 、 通
常 、 変 え ら れ る 長 さ の ピ ッ ト （ マ ー ク ） を 書 き 込 む こ と に よ り 行 わ れ る 。 情 報 の 読 み 取 り
は 、 そ れ 自 体 公 知 の 方 法 に 従 っ て 、 例 え ば “ CD-Player und R-DAT Recorder” （ Claus Bi
aesch-Wiepke, Vogel Buchverlag, Wurzburg 1992） に 記 載 さ れ て い る 、 レ ー ザ ー 放 射 線
を 使 用 し て 反 射 の 変 化 を 記 録 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 当 業 者 は 、 要 求 事 項 に 精 通 し て い
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 情 報 含 有 媒 体 は 、 特 に Ｗ Ｏ Ｒ Ｍ 型 の 光 学 情 報 材 料 で あ る 。 そ れ は 、 例 え ば
コ ン ピ ュ ー タ に お い て 、 Ｃ Ｄ － Ｒ （ compact disc-recordable: コ ン パ ク ト デ ィ ス ク － 書
き 込 み 可 能 ） ま た は Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ （ digital video disc-recordable: デ ジ タ ル ビ デ オ デ ィ
ス ク － 書 き 込 み 可 能 ） と 同 様 に 使 用 す る こ と が で き 、 そ し て ま た 、 本 人 確 認 カ ー ド お よ び
セ キ ュ リ テ ィ カ ー ド の た め の 記 録 材 料 と し て 、 ま た は 回 折 光 学 素 子 、 例 え ば ホ ロ グ ラ ム の
製 造 の た め に 使 用 す る こ と も で き る 。 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ 型 の 記 録 媒 体 は 、 最 大 約 ０ ． ７ （ 通 常
は ０ ． ６ ０ ～ ０ ． ６ ５ ） の 開 口 数 を 有 す る レ ー ザ ー の 使 用 を 可 能 に し 、 そ の 場 合 、 直 径 １
２ ０ nmの デ ィ ス ク は 、 記 録 速 度 ６ ． ６ １ ｍ ・ ｓ － １ （ ま た は そ の 整 数 倍 ） で 、 記 録 層 あ た
り １ ５ Ｇ Ｂ の 記 憶 容 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 し か し 、 も う 一 つ の 選 択 肢 と し て 、 Ｃ Ｄ － Ｒ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ と は 本 質 的 に 異 な る 記 録
媒 体 も 存 在 し 、 そ れ に お い て は 、 記 録 お よ び 再 生 が 、 基 板 を 通 し て で は な く 、 保 護 層 を 通
し て 行 わ れ る 。 し た が っ て 、 保 護 層 お よ び 基 板 の そ れ ぞ れ の 役 割 、 特 に 形 状 お よ び 光 学 特
性 は 、 先 に 記 述 し た 構 造 と 比 較 し て 逆 に な る 。 Ｇ ａ Ｎ 青 色 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド に 関 連 し て
、 デ ジ タ ル ビ デ オ 記 録 に 関 す る 類 似 の コ ン セ プ ト は 、 例 え ば Proceeding SPIE-Int. Soc. 
Opt. Eng. 1999, 3864か ら 公 知 で あ る 。 ま た 、 開 発 の 進 ん だ 段 階 で 、 記 録 速 度 ５ ． ０ ± ０
． ３ ｍ ・ ｓ － １ （ 多 分 、 ま も な く そ の 数 倍 ） お よ び 記 憶 容 量 ２ ５ ± ２ Ｇ Ｂ （ "Blu-ray Dis
c Rewritable Format version 1.0" June 2002に 関 す る シ ス テ ム 説 明 お よ び http://www.B
lu-ray.comも 参 照 さ れ た し ） を 有 す る Blu-ray（ 商 標 ） （ 以 前 の Blu-ray Disk "BD"） が 存
在 し て い る 。 そ の よ う な 記 録 媒 体 に 関 し て は 、 そ れ は 、 高 記 憶 容 量 用 に 特 に 適 し て お り 、
そ の 分 だ け 小 さ な マ ー ク （ 「 ピ ッ ト 」 ） を 有 し 、 正 確 な 焦 点 合 わ せ が 、 重 要 で あ り 、 そ の
結 果 、 製 造 方 法 は 、 本 質 的 に は 類 似 す る が 、 か な り 難 し い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 し か し 、 本 発 明 に よ る 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） 、 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ II
ｃ ） の 化 合 物 は 、 逆 に な っ た 層 構 造 の 増 大 し た 要 求 に も 驚 く ほ ど よ く 合 致 す る 。 そ れ ゆ え
に 好 ま し い も の は 、 基 板 、 反 射 層 、 記 録 層 そ し て 保 護 層 の 層 順 序 を 有 す る 、 逆 に な っ た 層
構 造 で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 記 録 層 は 、 反 射 層 と 保 護 層 の 間 に 位 置 す る 。 約 ５ ０ ～ ４ ０ ０ μ
mの 厚 さ の 薄 い 保 護 層 は 、 特 に 有 利 で あ る （ 代 表 的 に は 、 開 口 数 ０ ． ８ ５ で １ ０ ０ μ m） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 逆 に な っ た 層 構 造 に お け る 記 録 層 お よ び 反 射 層 は 、 基 本 的 に 上 に 示 し た の と 同 じ 機 能 を
有 す る 。 基 板 は 、 通 常 、 前 に 示 し た 範 囲 内 の 寸 法 を 有 す る 。 コ ー テ ィ ン グ 側 の 好 ま し い ス
パ イ ラ ル 状 の 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク ） は 、 有 利 に は １ ０ ～ １ ０ ０ μ m、 好 ま し く は ２ ０ ～ ８ ０ n
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mの 溝 の 深 さ を 有 す る 。 断 面 形 状 、 周 期 的 ま た は 準 周 期 的 な 横 方 向 へ の 振 れ （ ウ オ ブ ル ）
、 な ら び に 隣 接 す る 溝 （ プ レ ピ ッ ト ） 間 の す べ て の 追 加 の マ ー キ ン グ は 、 上 記 の Ｈ Ｄ － Ｄ
Ｖ Ｄ 型 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 反 射 層 お よ び 記 録 層 は 、 こ の 順 序 で 基 板 に 付 与 さ れ る 。 溝 お よ び 溝 間 に レ ー ル 状 に 浮 き
出 し た 領 域 の 両 方 が 、 ト ラ ッ ク と し て 使 用 す る こ と が で き 、 通 常 、 最 初 の 場 合 を 「 イ ン グ
ル ー ブ 」 媒 体 と 称 し 、 第 ２ の 場 合 を 、 「 オ ン グ ル ー ブ 」 媒 体 と 称 す 。 有 利 に は 、 式 （ I）
の 化 合 物 を 使 用 し て 両 方 の 形 態 を 、 お そ ら く は 同 時 に 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 記 録 媒 体 は 、 例 え ば 上 記 の よ う に 付 与 さ れ 、 基 板 材 料 を 侵 す 溶 媒 、 例 え ば 塩 素 化 も し く
は 芳 香 族 炭 化 水 素 を 選 択 す る こ と も ま た 可 能 で あ る こ と が 、 特 に 有 利 で あ る 。 で き る 限 り
ア モ ル フ ァ ス で あ る 層 の 厚 さ は 、 均 一 で あ っ て も よ く 、 ま た は 溝 の 中 と 浮 き 出 し た 部 分 と
で 異 な っ て い て も よ い 。 溝 の 中 で は 、 記 録 層 の 厚 さ は 、 有 利 に は ２ ０ ～ ２ ０ ０ nm、 好 ま し
く は ３ ０ ～ １ ５ ０ nm、 特 に ３ ０ ～ １ ０ ０ nmで あ る 。 浮 き 出 し た 部 分 の ト ラ ッ ク が 記 録 に 使
用 さ れ る 場 合 、 そ の 層 の 厚 さ は 、 有 利 に は １ ０ ～ １ ２ ０ nm、 好 ま し く は ２ ０ ～ １ ０ ０ nm、
特 に ２ ０ ～ ６ ０ nmで あ る が 、 溝 の み が ト ラ ッ ク と し て 使 用 さ れ る 場 合 、 層 の 厚 さ は 、 ０ ～
１ ０ ０ nm、 好 ま し く は ０ ～ ６ ０ nm、 特 に ０ ～ ２ ０ nmで 十 分 で あ る 。 両 方 の 場 合 に お い て 、
ト ラ ッ ク の 幅 （ 浮 き 出 し た 部 分 お よ び ／ ま た は く ぼ み ） は 、 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ nm、 好 ま し く
は １ ２ ０ ～ ２ ５ ０ nm、 特 に １ ５ ０ ～ ２ ０ ０ nmで あ り 、 ２ つ の ト ラ ッ ク 間 の 軸 方 向 間 隔 は 、
２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ nm、 好 ま し く は ２ ５ ０ ～ ４ ０ ０ nm、 特 に ３ ０ ０ ～ ３ ４ ０ nmで あ る 。 良 好 な
結 果 は 、 例 え ば 深 さ ３ ０ ± １ ０ nm、 幅 １ ８ ０ ± １ ０ nm、 軸 方 向 間 隔 ３ ２ ０ ± １ ０ nmの 浮 き
出 し た ト ラ ッ ク （ 「 オ ン グ ル ー ブ 」 ） に 関 し て 得 ら れ る 。 高 い 開 口 を 有 す る レ ー ザ ー ビ ー
ム が 保 護 層 を 通 過 す る 場 合 に 、 解 像 度 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 し か し 、 逆 に な っ た 層 構 造 は 実 質 的 に よ り 高 い 基 準 を 必 要 と し 、 本 発 明 に よ り 使 用 さ れ
る 化 合 物 は 、 驚 く ほ ど に そ の 基 準 を よ く 満 た す 。 特 に 高 い 基 準 は 、 例 え ば 、 記 録 層 を 金 属
の 反 射 層 に 塗 布 す る 場 合 、 そ し て 、 特 に 保 護 層 を 記 録 層 に 付 与 す る 場 合 、 保 護 層 に は 、 こ
す れ 、 光 酸 化 、 指 跡 、 湿 気 お よ び 他 の 環 境 の 影 響 に 対 す る 十 分 な 保 護 を 記 録 層 に 与 え る こ
と が 要 求 さ れ 、 有 利 に は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ mmの 範 囲 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ mmの 範
囲 、 特 に ０ ． ０ ８ ～ ０ ． １ ３ mmの 範 囲 内 の 厚 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
保 護 層 は 、 好 ま し く は 、 レ ー ザ ー の 書 き 込 み ま た は 読 み 取 り 波 長 に お い て 、 ８ ０ ％ 以 上 の
透 過 を 示 す 材 料 か ら な る 。 保 護 層 に 適 す る 材 料 は 、 例 え ば 、 上 述 の そ の 材 料 、 特 に 、 ポ リ
カ ー ボ ネ ー ト ［ 例 え ば Ｐ ｕ ｒ ｅ 　 Ａ ｃ ｅ （ 登 録 商 標 ） ま た は Ｐ ａ ｎ ｌ ｉ ｔ ｅ （ 登 録 商 標 )
、 帝 人 （ 株 ） ］ 、 セ ル ロ ー ス ト リ ア セ テ ー ト ［ 例 え ば Ｆ ｕ ｊ ｉ ｔ ａ ｃ （ 登 録 商 標 ） 、 富 士
写 真 フ ィ ル ム ］ 、 ま た は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト  （ 例 え ば Ｌ ｕ ｍ ｉ ｒ ｒ ｏ ｒ （ 登 録
商 標 ） 、 東 レ イ ン ダ ス ト リ ー ） を 含 み 、 特 に 好 ま し い も の は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト で あ る 。 特
に 直 接 付 与 さ れ る 保 護 層 の 場 合 、 放 射 線 硬 化 コ ー テ ィ ン グ 、 例 え ば す で に 先 に 記 載 さ れ た
も の が 有 利 で あ り 、 例 え ば Ｓ Ｄ  ３ ４ ７ （ 商 標 ） ［ 大 日 本 イ ン キ ］ で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 保 護 層 は 、 適 切 な 接 着 促 進 剤 に よ り 直 接 固 体 の 記 録 層 に 付 与 す る こ と が で き る 。 別 の 実
施 態 様 で は 、 固 体 の 記 録 層 に は 、 金 属 、 架 橋 有 機 金 属 ま た は 好 ま し く は 誘 電 性 無 機 材 料 の
追 加 の 薄 い 分 離 層 が 、 例 え ば ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０ μ m、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ ５ ～ １ μ m、 特 に
０ ． ０ １ ～ ０ ． １ μ mの 厚 さ で 、 そ し て 例 え ば 、 誘 電 性 の 分 離 層 の 場 合 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ０
８ μ m、 金 属 の 分 離 層 の 場 合 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ３ μ mの 厚 さ で 付 与 さ れ る 。 分 離 層 お よ び 対
応 す る 方 法 は 、 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ０ ８ ２ ４ ３ ８ 号 に 開 示 さ れ て い る （ 本 明 細 書 で 特 に 参 照
と さ れ る ） 。 所 望 な ら 、 そ の よ う な コ ー テ ィ ン グ は 、 例 え ば 、 支 持 材 料 と 金 属 反 射 層 と の
間 ま た は 金 属 反 射 層 と 光 学 的 記 録 層 と の 間 に も 同 じ 厚 さ で 付 与 す る こ と が で き る 。 こ の こ
と は 、 特 定 の 場 合 、 例 え ば 、 反 射 層 に お い て 硫 黄 含 有 添 加 剤 と の 併 用 で 銀 反 射 材 が 使 用 さ
れ る 場 合 に は 、 有 利 で あ り 得 る 。
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【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 明 細 書 中 、 先 に 記 載 さ れ た 構 造 と 同 様 に 、 こ の 場 合 も も ち ろ ん 、 こ れ ら の 記 録 媒 体 は
２ つ の 片 割 れ を 接 合 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 場 合 、 ２ つ の 基 板 は 、 コ ー テ ィ ン グ の 前
ま た は 後 に 接 着 さ れ る 。 更 に 、 溝 を 両 側 に 備 え た 基 板 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 他 方
、 逆 に な っ た 層 構 造 を 有 す る 記 録 媒 体 の 場 合 は 、 基 板 の 透 明 性 は 重 要 で な い 。 例 え ば 、 着
色 し た （ 例 え ば 、 黄 色 、 オ レ ン ジ 色 、 赤 色 、 青 色 、 緑 色 、 茶 色 、 白 色 、 灰 色 ま た は 黒 色 に
顔 料 着 色 し た ） プ ラ ス チ ッ ク 、 あ る い は ス チ ー ル 、 ア ル ミ ニ ウ ム も し く は 他 の 金 属 ま た は
紙 （ Proceedings of SPIE Vol. 5380/04“ A25GB paper disk” を 参 照 さ れ た し ） な ど の 他
の 合 成 ま た は 天 然 の 材 料 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ る 化 合 物 の い く つ か は 、 例 え ば 、 Polyhedron Vol. 9, No. 17,
 2061～ 2069 (1990) か ら 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 し か し 、 本 発 明 に 従 っ て 、 光 学 的 記 録 媒 体 中 で 使 用 す る こ と が で き る 新 規 な 化 合 物 を 、
公 知 化 合 物 と 同 様 に し て 製 造 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） お よ び （ IIｃ ） の 化 合 物 は 、 新 規 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は
、 本 明 細 書 中 、 先 に 定 義 し た 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の 化 合 物 に も 関 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 は 、 更 に
　 （ ａ ） 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） 、 （ Iｃ ） ま た は （ IIａ ） （ 式 中 、 Ｍ は 、 水 素 で あ る ） の 化
合 物 を 、 親 水 性 の 、 Ｏ － 含 有 液 体 中 で 塩 基 を 使 用 し て 脱 プ ロ ト ン を 行 う こ と ；
　 （ ｂ ） ア ル ミ ニ ウ ム の 非 不 活 性 塩 ま た は 遷 移 金 属 Ｍ を 添 加 す る こ と ；
　 （ ｃ ）  場 合 に よ り 、 追 加 の 配 位 子 を １ ． ０ ｘ ～ １ ． ５ ｘ の 化 学 量 論 量 で 添 加 す る こ と
；
　 （ ｄ ） 場 合 に よ り 、 Ｏ － 含 有 液 体 と 混 和 で き る 別 の 液 体 を 添 加 し て 、 式 （ IIａ ） 、 （ II
ｂ ） ま た は （ IIｃ ） の キ レ ー ト を 沈 殿 さ せ る こ と ； そ し て
　 （ ｅ ） 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） の キ レ ー ト を 単 離 す る こ と
を 含 む 、 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は （ IIｃ ） （ 式 中 、 Ｍ は ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 遷 移 金 属
で あ る ） の キ レ ー ト の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 親 水 性 の 、 Ｏ － 含 有 液 体 は 、 例 え ば 、 水 、 ア ル コ ー ル 、 エ ー テ ル 、 ア ミ ド ま た は そ れ ら
の 混 合 物 で あ り 、 ポ リ オ ー ル お よ び ポ リ エ ー テ ル を 含 み 、 特 に １ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 を 含 有
す る 有 機 液 体 で あ る 。 例 と し て 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 ｎ － プ ロ パ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ
パ ノ ー ル 、 ｎ － ブ タ ノ ー ル 、 イ ソ ブ タ ノ ー ル 、 ２ － ブ タ ノ ー ル 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ タ ノ ー ル 、
ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 ホ ル ム ア ミ ド 、 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド お よ び Ｎ
－ メ チ ル － ２ － ピ ロ リ ド ン を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 塩 基 は 、 有 利 に は 、 所 望 の 脱 プ ロ ト ン 反 応 を 引 き 起 こ す た め に 十 分 高 い 塩 基 性 度 で な け
れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 ア ル カ リ 金 属 あ る い は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 水 酸 化 物 、 ア ル コ レ ー
ト 、 炭 酸 塩 ま た は 水 素 化 物 を 使 用 す る こ と が で き る 。 非 不 活 性 塩 は 、 所 望 の キ レ ー ト を 形
成 す る こ と が で き る よ う に 、 前 記 液 体 に 十 分 な 溶 解 牲 を 有 す る も の で あ る 。 好 ま し い も の
は 、 有 機 塩 ま た は 特 に 無 機 塩 、 例 え ば 、 ク エ ン 酸 塩 、 シ ュ ウ 酸 塩 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 、 硝 酸 塩
ま た は 硫 酸 塩 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 追 加 の 配 位 子 は 、 該 当 す る 場 合 、 有 利 に は １ ． ０ ｘ ～ １ ． ２ ｘ の 化 学 量 論 量 で 存 在 し 、
好 ま し く は 工 程 （ ｃ ） の 前 に は 添 加 し な い 。 化 学 量 論 量 は 、 式 （ IIａ ） 、 （ IIｂ ） ま た は
（ IIｃ ） の キ レ ー ト に お け る そ の よ う な 配 位 子 の 所 望 の 数 に 相 応 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 所 望 の 生 成 物 の 沈 殿 を 促 進 ま た は 加 速 す る 更 な る 液 体 は 、 例 え ば 水 ま た は 非 極 性 の 炭 化
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水 素 で あ る 。 反 応 液 お よ び 所 望 の 生 成 物 の 極 性 に 依 存 し て 、 そ れ は 、 そ れ 自 体 公 知 の 通 常
の 基 準 に 基 づ い て 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 通 常 、 キ レ ー ト の 単 離 は 、 濾 過 ま た は 水 非 混 和 性 溶 媒 を 使 用 し て 水 相 （ 適 切 な 場 合 は 水
を 添 加 し た 後 ） か ら の 抽 出 に よ り 行 わ れ る 。 振 と う 抽 出 に よ る 物 質 の 単 離 は 、 そ の 後 の 全
工 程 を 含 み 、 そ れ 自 体 よ く 知 ら れ て い る 。 し か し 、 選 択 肢 と な る い ず れ か の 方 法 、 例 え ば
フ ラ ッ シ ュ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 式 （ Iａ ） 、 （ Iｂ ） お よ び （ Iｃ ） の 化 合 物 の い く つ か は 公 知 で あ る ； そ の 他 は 、 新 規
で あ る が 、 公 知 化 合 物 と 同 様 に し て 製 造 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は ま た 、 式 （ Iａ ） 、
（ Iｂ ） お よ び （ Iｃ ） の 新 規 化 合 物 に も 関 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 以 下 の 実 施 例 は 、 本 発 明 を 例 証 す る も の で あ る が 、 そ の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い （
他 に 示 さ な い 限 り 、 「 ％ 」 は 、 常 に 重 量 ％ を 意 味 す る ） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
実 施 例 １
　 マ グ ネ チ ッ ク 、 温 度 計 お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備 え た １ ０ ０ mlの 多 口 フ ラ ス コ に 、 ２ －
ア セ チ ル － １ ， ３ － シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ オ ン ５ ． ６ ８ gを 入 れ 、 次 に 、 Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ
ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル ５ ． ２ ７ gを 加 え た 。 黄 色 の 溶 液 を 、 ２ ３ ℃ で ２ ５ 時 間 攪
拌 し 、 そ の 後 、 溶 媒 を ６ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 留 去 し た 。 赤 褐 色 の 固 体 ７ ． ７ ７ gが
得 ら れ 、 そ れ を 還 流 下 に エ タ ノ ー ル １ ７ mlに 溶 解 し た 。 溶 液 を 、 攪 拌 し な が ら ０ ℃ に ゆ っ
く り と 冷 却 し た 。 結 晶 化 し た 生 成 物 を 濾 別 し て 、 氷 冷 し た エ タ ノ ー ル １ ５ mlで 少 し ず つ 洗
浄 し 、 ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで １ ８ 時 間 乾 燥 さ せ た 。 次 式 の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ
ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン の か す か に 黄 色 の 結 晶 ４ ． ６ ０ g
（ 理 論 量 の ５ ９ ． ７ ％ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ６ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｎ Ｍ Ｐ ＝ Ｎ － メ チ ル － ２ － ピ ロ リ ド ン ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ７ nm、 ε ＝ ５ １
９ ０ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm－ １ 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
実 施 例 ２
　 実 施 例 １ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ
オ ン ２ ． ９ ４ gを 、 エ タ ノ ー ル ２ ０ mlに 懸 濁 さ せ 、 ２ Ｎ の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 ７ mlと 共
に ２ ３ ℃ で 、 １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 エ タ ノ ー ル ７ ml中 の 無 水 塩 化 銅 （ II） ９ ４ ０ mgの 溶 液 を
加 え 、 ２ ３ ℃ で 更 に １ ８ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。 沈 殿 し た 生 成 物 を 濾 別 し 、 各 回 水 ７ mlを 用
い て ２ 回 、 そ し て 各 回 エ タ ノ ー ル ７ mlを 用 い て ２ 回 洗 浄 し 、 そ の 後 、 ２ ０ ℃ ／ ２ ０ Paで 乾
燥 さ せ た 。 ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３
－ ジ オ ナ ト ） 銅 （ II） ３ ． ２ １ gが 、 黄 褐 色 の 粉 末 の 形 態 で 得 た 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
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【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ９ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ３ nm、 ε ＝ ６ ９ ５ ４ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ０ ０ 】
実 施 例 ３
　 実 施 例 １ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ
オ ン ２ １ １ mgを 、 エ タ ノ ー ル ５ mlに 懸 濁 さ せ 、 １ Ｎ の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 １ mlと 共 に ２
３ ℃ で 、 １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 エ タ ノ ー ル １ ml中 の 塩 化 コ バ ル ト （ II） ６ 水 和 物 １ １ ８ mgの
溶 液 を 加 え 、 ２ ３ ℃ で 更 に １ ８ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで
除 去 し 、 残 渣 を ジ ク ロ ロ メ タ ン ８ ml中 に 取 っ た 。 混 合 物 を 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 上 で 乾 燥 さ せ 、
濾 過 し 、 溶 媒 を 再 び ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し た 。 ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア
ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ナ ト ） コ バ ル ト （ II） ２ １ ５ mgが
、 緑 褐 色 の 粉 末 の 形 態 で 得 た 。
【 ０ １ ０ １ 】
【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ２ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ５ nm、 ε ＝ ９ ０ ０ ０ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ０ ３ 】
実 施 例 ４
　 実 施 例 １ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ
オ ン ４ １ ８ mgを 、 エ タ ノ ー ル ６ mlに 懸 濁 さ せ 、 ナ ト リ ウ ム メ タ ノ レ ー ト １ ０ ８ mgと 共 に ２
３ ℃ で 、 １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 水 １ ml中 の 無 水 塩 化 ニ ッ ケ ル （ II） １ ２ ９ mgの 溶 液 を 加 え 、
２ ３ ℃ で 更 に １ ８ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し た 。 少
量 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム が 混 じ っ た 、 黄 緑 色 固 体 の ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ
ロ イ ル ） － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ナ ト ） ニ ッ ケ ル （ II） ５ ６ ０ mgが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ０ ４ 】
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【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ５ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ２ nm、 ε ＝ ４ ５ ３ ７ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ０ ６ 】
実 施 例 ５
　 マ グ ネ チ ッ ク お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備 え た 、 ２ ５ mlの ガ ラ ス 容 器 に 、 １ ， ３ ， ３ － ト
リ メ チ ル － ２ － メ チ レ ン － イ ン ド リ ン ４ ． ３ ３ gを 入 れ 、 ジ ケ テ ン ２ ． １ ０ gを 加 え た 。 暗
紫 色 の 溶 液 を １ ０ ０ ℃ の 内 部 温 度 で １ ． ５ 時 間 攪 拌 し 、 そ の 後 、 反 応 混 合 物 を ２ ３ ℃ に 冷
却 し た 。 暗 紫 色 の 固 体 を ヘ プ タ ン ２ ２ ml中 で 加 熱 し 、 還 流 さ せ た 。 溶 液 を 、 不 溶 解 物 質 か
ら デ カ ン ト し 、 再 び 加 熱 し て 還 流 さ せ 、 そ の 後 ゆ っ く り と 冷 却 し た 。 結 晶 化 し た 生 成 物 を
濾 別 し て 、 氷 冷 し た ヘ プ タ ン １ ０ mlで 分 割 し て 洗 浄 し 、 ５ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで １ ８
時 間 乾 燥 さ せ た 。 １ － （ １ ， ３ ， ３ － ト リ メ チ ル － １ ， ３ － ジ ヒ ド ロ － イ ン ド ー ル － ２ －
イ リ デ ン ） － ペ ン タ ン － ２ ， ４ － ジ オ ン の オ レ ン ジ 色 の 結 晶 ３ ． ３ ２ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ０ ７ 】
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ８ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｎ Ｍ Ｐ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ９ ５ nm、 ε ＝ ３ ４ ０ ６ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm－ １

。
【 ０ １ ０ ９ 】
実 施 例 ６
　 実 施 例 ５ の １ － （ １ ， ３ ， ３ － ト リ メ チ ル － １ ， ３ － ジ ヒ ド ロ － イ ン ド ー ル － ２ － イ リ
デ ン ） － ペ ン タ ン － ２ ， ４ － ジ オ ン ２ ５ ７ mgを 、 メ タ ノ ー ル ２ mlに 懸 濁 さ せ 、 ナ ト リ ウ ム
メ タ ノ レ ー ト ５ ４ mgと 共 に ２ ３ ℃ で 、 １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 メ タ ノ ー ル １ ml中 の 塩 化 コ バ ル
ト （ II） ６ 水 和 物 １ １ ７ mgの 溶 液 を 加 え 、 室 温 で 更 に ３ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。 沈 殿 し た 生
成 物 を 濾 別 し 、 各 回 メ タ ノ ー ル １ mlを 用 い て ２ 回 洗 浄 し 、 そ の 後 、 ２ ０ ℃ ／ ２ ０ Paで 乾 燥
さ せ た 。 ビ ス （ １ － （ １ ， ３ ， ３ － ト リ メ チ ル － １ ， ３ － ジ ヒ ド ロ － イ ン ド ー ル － ２ － イ
リ デ ン ） － ペ ン タ ン － ２ ， ４ － ジ オ ナ ト ） コ バ ル ト （ II） ２ ６ ６ mgが 橙 褐 色 の 粉 末 の 形 態
で 得 ら れ た 。
【 ０ １ １ ０ 】
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【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ １ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ９ ４ nm、 ε ＝ ６ ４ ２ ８ ６ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ １ ２ 】
実 施 例 ７
　 マ グ ネ チ ッ ク 、 温 度 計 、 還 流 コ ン デ ン サ ー お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備 え た 、 ２ ５ ０ mlの
多 口 フ ラ ス コ 中 の ト ル エ ン １ ０ ０ ml中 に 、 ２ － ア ミ ノ ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル ９ ． １ ５ gを 入 れ
、 白 色 の 懸 濁 液 を 内 部 温 度 ８ ０ ℃ に 加 熱 し た 。 ３ ０ 分 間 に わ た っ て 、 硫 酸 ジ メ チ ル ８ ． ４
５ gを 透 明 な ベ ー ジ ュ 色 の 溶 液 に 滴 下 し て 加 え 、 濃 厚 な 白 色 の 懸 濁 液 を 、 同 じ 温 度 で １ 時
間 攪 拌 し た 。 そ の 後 、 懸 濁 液 を ２ ３ ℃ に 冷 却 し 、 濾 過 し 、 残 渣 を ト ル エ ン ５ ０ mlで 少 し ず
つ 洗 浄 し た 。 濾 過 ケ ー キ を 水 ６ ０ mlに 溶 解 さ せ 、 そ の 後 、 飽 和 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 １ ３ ml
を 加 え 、 形 成 し た 懸 濁 液 を ２ ３ ℃ で １ ８ 時 間 攪 拌 し た 。 懸 濁 液 は 、 そ の 後 濾 過 し 、 水 ７ ５
mlで 少 し ず つ 洗 浄 し 、 ５ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで １ ８ 時 間 乾 燥 さ せ た 。 ３ － メ チ ル － ３
． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２ － イ リ デ ン ア ミ ン ８ ． ７ ４ gが 白 色 の 結 晶 の 形 態 で 得 ら れ
た 。
【 ０ １ １ ３ 】
実 施 例 ８
　 マ グ ネ チ ッ ク 、 温 度 計 、 還 流 コ ン デ ン サ ー お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備 え た 、 ２ ５ mlの 多
口 フ ラ ス コ に 、 実 施 例 ７ の ３ － メ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２ － イ リ デ ン ア ミ
ン ２ ． ０ ０ gお よ び ア セ ト 酢 酸 エ チ ル １ ． ５ ９ gを 入 れ 、 ４ ５ 分 間 還 流 し て 攪 拌 し た 。 そ の
後 、 透 明 な 溶 液 を ２ ３ ℃ に 冷 却 し 、 反 応 混 合 物 を 固 化 し た 。 そ の 後 、 生 成 物 を 溶 離 剤 と し
て ヘ キ サ ン ／ 酢 酸 エ チ ル １ ： １ を 使 用 し て フ ラ ッ シ ュ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ っ て 精 製 し
た 。 Ｎ － （ ３ － メ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２ － イ リ デ ン ） － ３ － オ キ ソ － ブ
チ ル ア ミ ド の 白 色 の 結 晶 ０ ． ７ ５ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ １ ４ 】
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ５ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｃ Ｈ ２ Ｃ ｌ ２ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ １ ７ nm、 ε ＝ １ ８ ０ ４ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ c
m－ １ 。
【 ０ １ １ ６ 】
実 施 例 ９
　 い か り 型 翼 の 攪 拌 器 、 温 度 計 、 滴 下 漏 斗 、 還 流 コ ン デ ン サ ー お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備
え た 、 ３ ５ ０ mlの 多 口 フ ラ ス コ に 、 ２ － メ チ ル ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル １ ９ ． ７ gを 入 れ 、 内 部
温 度 １ ２ ５ ℃ に 加 熱 し た 。 ２ ０ 分 に わ た っ て 、 硫 酸 ジ エ チ ル ２ ２ ． ３ ８ gを 滴 下 し て 加 え
、 粘 稠 な 溶 液 を 、 同 じ 温 度 で ２ 時 間 攪 拌 し た 。 そ の 後 、 ２ ３ ℃ に 冷 却 し 、 形 成 さ れ た 塩 を
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ピ リ ジ ン １ ５ ０ mlに 溶 解 し た 。 暗 紫 色 の 溶 液 を 、 氷 浴 を 使 用 し て ２ ℃ に 冷 却 し 、 そ し て ３
０ 分 か け て 、 塩 化 ア セ チ ル １ ９ ． ３ gを 、 注 射 器 を 使 用 し て 滴 下 し て 加 え た 。 そ の 後 、 混
合 物 を 氷 冷 し な が ら 更 に １ ５ 分 間 攪 拌 し 、 次 い で 、 油 浴 を 使 用 し て 内 部 温 度 １ ０ ０ ℃ で １
０ 分 間 加 熱 し た 。 次 に 、 褐 色 の 反 応 混 合 物 を ２ ３ ℃ に 冷 却 し 、 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １
０ ３ Paで 留 去 し た 。 次 に 、 黒 色 の 樹 脂 状 物 を 水 ５ ０ ０ mlと 酢 酸 エ チ ル ５ ０ ０ ml中 に 溶 解 し
、 そ し て 、 水 相 を 、 各 回 酢 酸 エ チ ル ２ ５ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 抽 出 し た 。 合 わ せ た 有 機 層 を
水 ５ ０ ０ mlで 洗 浄 し 、 そ の 後 、 飽 和 塩 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 ２ ０ ０ mlで 洗 浄 し 、 硫 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 上 で 乾 燥 さ せ 、 濾 過 し 、 そ し て 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 留 去 し た 。 赤 褐 色
の 油 状 物 ２ ０ ． ３ gが 得 ら れ 、 そ れ を ヘ プ タ ン ７ ０ ０ mlで 還 流 し た 。 溶 液 を 不 溶 解 物 質 か
ら デ カ ン ト し 、 再 び 還 流 下 に 加 熱 し 、 そ の 後 、 ゆ っ く り と ０ ℃ に 冷 却 し た 。 結 晶 化 し た 生
成 物 を 濾 別 し 、 氷 冷 し た ヘ プ タ ン ３ ０ ０ mlで 少 し ず つ 洗 浄 し 、 そ し て ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １
０ ３ Paで １ ８ 時 間 乾 燥 さ せ た 。 １ － （ ３ － エ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２ － イ
リ デ ン ） － プ ロ パ ン － ２ － オ ン の か す か に 黄 色 の 結 晶 １ ０ ． ０ ７ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ １ ７ 】
【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ８ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｎ Ｍ Ｐ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ５ ４ nm、 ε ＝ ３ ９ １ ０ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm－ １

。
【 ０ １ １ ９ 】
実 施 例 １ ０
　 マ グ ネ チ ッ ク 、 温 度 計 、 滴 下 漏 斗 お よ び 窒 素 導 入 ラ イ ン を 備 え た 、 加 熱 乾 燥 し た ５ ０ ０
mlの 多 口 フ ラ ス コ 中 で 、 リ チ ウ ム ジ イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ド １ ３ ． ６ ８ mmolを 、 そ れ 自 体 公 知
の 方 法 に よ り 無 水 Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ０ ml中 で 調 製 し た 。 溶 液 を － ７ ０ ℃ に 冷 却 し 、 無 水 の ジ エ チ
ル エ ー テ ル ８ ０ mlを 加 え 、 そ の 後 、 １ 時 間 か け て 、 無 水 Ｔ Ｈ Ｆ ３ ５ mlお よ び 無 水 ジ エ チ ル
エ ー テ ル ２ ０ ml中 の 実 施 例 ９ に よ る １ － （ ３ － エ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２
－ イ リ デ ン ） － プ ロ パ ン － ２ － オ ン の 溶 液 ３ ． ０ gを 滴 下 し て 加 え た 。 得 ら れ た オ レ ン ジ
色 の 溶 液 を 、 － ７ ０ ℃ で １ 時 間 攪 拌 し 、 次 い で 、 １ ． ５ 時 間 か け て 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル １
４ ml中 の エ チ ル イ ソ シ ア ネ ー ト １ ． ０ ７ mlの 溶 液 を － ７ ０ ℃ で 滴 下 し て 加 え た 。 そ の 後 、
３ ０ 分 間 攪 拌 を 行 い 、 次 い で 、 溶 液 を １ ５ 分 か け て ０ ℃ に 温 め た 。 透 明 な オ レ ン ジ 色 の 溶
液 を 、 飽 和 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 ７ ０ mlで 加 水 分 解 し 、 酢 酸 エ チ ル １ ０ ０ mlで ２ 回 抽 出
し た 。 合 わ せ た 有 機 相 を 、 飽 和 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 １ ４ ０ mlで ２ 回 、 そ し て 飽 和 塩 化
ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 １ ０ ０ mlで １ 回 洗 浄 し 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 上 で 乾 燥 さ せ 、 濾 過 し 、 そ し
て 溶 媒 を ５ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 留 去 し た 。 オ レ ン ジ 色 の 樹 脂 状 物 ４ ． ３ ２ gが 得 ら
れ 、 溶 離 剤 と し て 酢 酸 エ チ ル を 使 用 し て フ ラ ッ シ ュ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 精 製 す る と
、 そ の 途 中 で ジ 付 加 体 の １ ， ３ － ジ エ チ ル － １ － ［ ４ － （ ３ － エ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ
チ ア ゾ ー ル － ２ － イ リ デ ン ） － ３ － オ キ ソ － ブ チ リ ル ］ － ウ レ ア （ １ ． ２ ９ g） が 溶 離 さ
れ た 。 そ の 後 、 所 望 の 生 成 物 を エ タ ノ ー ル を 使 用 し て 溶 離 し た 。 Ｎ － エ チ ル － ４ － （ ３ －
エ チ ル － ３ ． Ｈ ． － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル － ２ － イ リ デ ン ） － ３ － オ キ ソ － ブ チ ル ア ミ ド の か
す か に 黄 色 の 結 晶 １ ． ４ ２ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ０ 】
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【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｎ Ｍ Ｐ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ５ ９ nm、 ε ＝ ３ ９ ８ ０ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm－ １

。
【 ０ １ ２ ２ 】
実 施 例 １ １
　 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ メ チ ル バ ル ビ ツ ル 酸 １ ５ ． ６ g、 無 水 酢 酸 ５ ０ mlお よ び 濃 硫 酸 １ ． ５ gの 混
合 物 を １ ０ ０ ℃ で 、 ２ 時 間 加 熱 し た 。 ２ ３ ℃ に 冷 却 後 、 そ れ 自 体 公 知 の 方 法 を 使 用 し て 結
晶 化 の 開 始 を 助 け 、 そ の 後 、 混 合 物 を １ ８ 時 間 そ の ま ま 放 置 し た 。 沈 殿 し た 生 成 物 を 吸 引
下 に 濾 別 し 、 各 回 ヘ キ サ ン ５ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 洗 浄 し 、 ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾
燥 さ せ た 。 ５ － ア セ チ ル － １ ， ３ － ジ メ チ ル － ピ リ ミ ジ ン － ２ ， ４ ， ６ － ト リ オ ン の 無 色
の 結 晶 １ ０ ． ２ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ３ 】
【 化 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ４ 】
実 施 例 １ ２
　 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル １ ． ４ ８ gを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル
メ チ ル エ ー テ ル ４ ０ ml中 の 実 施 例 １ １ に よ る ５ － ア セ チ ル － １ ， ３ － ジ メ チ ル － ピ リ ミ ジ
ン － ２ ， ４ ， ６ － ト リ オ ン １ ． ９ ８ gの 懸 濁 液 に 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 １ ６ 時 間 攪 拌 を 行 っ た
。 形 成 さ れ た 固 体 を 吸 引 下 で 濾 別 し 、 各 回 ジ エ チ ル エ ー テ ル １ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 洗 浄 し
た 。 粗 生 成 物 を 熱 エ タ ノ ー ル ６ ０ mlか ら 再 結 晶 化 し 、 結 晶 化 が 完 了 し た 後 に 濾 別 し 、 各 回
エ タ ノ ー ル １ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 洗 浄 し 、 ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 ５ －
（ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － １ ， ３ － ジ メ チ ル － ピ リ ミ ジ ン
－ ２ ， ４ ， ６ － ト リ オ ン の 明 黄 色 の 針 状 結 晶 １ ． ８ ７ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ５ 】
【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ６ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｃ Ｈ ２ Ｃ ｌ ２ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ７ nm、 ε ＝ ６ ４ ５ １ ５ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ c
m－ １ 。
【 ０ １ ２ ７ 】
実 施 例 １ ３
　 Ｎ － メ チ ル － ２ － ピ ロ リ ド ン ジ メ チ ル ア セ タ ー ル １ ． ８ ９ gを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ
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ル エ ー テ ル ４ ０ ml中 の 実 施 例 １ １ に よ る ５ － ア セ チ ル － １ ， ３ － ジ メ チ ル － ピ リ ミ ジ ン －
２ ， ４ ， ６ － ト リ オ ン １ ． ９ ８ gの 懸 濁 液 に 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 １ ６ 時 間 攪 拌 を 行 っ た 。 懸
濁 液 を 沈 降 さ せ 、 液 相 を デ カ ン ト し た 。 残 渣 を エ タ ノ ー ル ４ ０ mlと 共 に 攪 拌 し 、 そ し て 固
体 を 濾 別 し 、 エ タ ノ ー ル で 洗 浄 し 、 ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 ５ － ［ １ －
ヒ ド ロ キ シ － ２ － （ １ － メ チ ル － ピ ロ リ ジ ン － ２ － イ リ デ ン ） － エ チ リ デ ン ］ － １ ， ３ －
ジ メ チ ル － ピ リ ミ ジ ン － ２ ， ４ ， ６ － ト リ オ ン の か す か に 緑 黄 色 の 結 晶 ０ ． ９ ２ gが 得 ら
れ た 。
【 ０ １ ２ ８ 】
【 化 ２ ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ９ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｃ Ｈ ２ Ｃ ｌ ２ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ １ nm、 ε ＝ ６ ９ １ ９ ２ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ c
m－ １ 。
【 ０ １ ３ ０ 】
実 施 例 １ ４
　 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ エ チ ル チ オ バ ル ビ ツ ル 酸 １ １ g、 無 水 酢 酸 ３ ０ mlお よ び 硫 酸 ５ ４ ０ mgの 混
合 物 を １ ０ ０ ℃ で 、 １ ５ 分 間 加 熱 し た 。 氷 冷 し な が ら 、 エ タ ノ ー ル １ ８ mlを ゆ っ く り と 滴
下 し て 加 え 、 そ の 後 、 ２ ３ ℃ で 、 １ ０ 分 間 攪 拌 を 行 っ た 。 混 合 物 を 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 上 で 乾
燥 さ せ 、 濾 過 し 、 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 蒸 発 さ せ た 。 生 成 物 を ト ル エ ン ６ ０
mlに 再 溶 解 さ せ 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 上 で 乾 燥 さ せ て 、 濾 過 し 、 溶 媒 を 再 び ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・
１ ０ ３ Paで 蒸 発 さ せ 、 そ し て 生 成 物 を ２ ５ ℃ ／ ２ ０ Paで ト ル エ ン の 残 渣 が 無 い 状 態 に し た
。 ５ － ア セ チ ル － １ ， ３ － ジ エ チ ル － ２ － チ オ キ ソ － ジ ヒ ド ロ ピ リ ミ ジ ン － ４ ， ６ － ジ オ
ン の 明 黄 色 の 固 体 １ １ ． ４ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ １ 】
【 化 ２ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ２ 】
実 施 例 １ ５
　 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル ０ ． ７ mlを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ
チ ル エ ー テ ル １ ０ ml中 の 実 施 例 １ ４ に よ る ５ － ア セ チ ル － １ ， ３ － ジ エ チ ル － ２ － チ オ キ
ソ － ジ ヒ ド ロ － ピ リ ミ ジ ン － ４ ， ６ － ジ オ ン ９ ７ ０ mgの 溶 液 に 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 １ ６ 時 間
攪 拌 を 行 っ た 。 得 ら れ た 固 体 を 濾 別 し 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー テ ル で 洗 浄 し 、 ４ ０
℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 ５ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ
リ デ ン ） － １ ， ３ － ジ エ チ ル － ２ － チ オ キ ソ － ジ ヒ ド ロ － ピ リ ミ ジ ン － ４ ， ６ － ジ オ ン の
明 黄 色 の 結 晶 １ ． １ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ３ 】
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【 化 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ４ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｃ Ｈ ２ Ｃ ｌ ２ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ９ ９ nm、 ε ＝ ６ ９ ７ ９ ５ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ c
m－ １ 。
【 ０ １ ３ ５ 】
実 施 例 １ ６
　 メ ル ド ラ ム 酸 ４ ． ３ ２ gを ジ ク ロ ロ メ タ ン ６ ０ mlに 溶 解 し 、 ０ ℃ で 、 ピ リ ジ ン ４ ． ４ gを
加 え た 。 攪 拌 を １ ０ 分 間 行 い 、 そ の 後 、 塩 化 ア セ チ ル ２ ． ３ ６ gを ゆ っ く り と 滴 下 し て 加
え た 。 攪 拌 を 、 ０ ℃ で 更 に １ 時 間 、 そ し て ２ ３ ℃ で １ ６ 時 間 継 続 し た 。 反 応 混 合 物 を 、 各
回 １ ０ ％ の 水 性 ク エ ン 酸 ５ ０ mlを 使 用 し て ３ 回 洗 浄 し 、 有 機 相 を 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 上 で 乾 燥
さ せ 、 濾 過 し 、 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 黄 色 の 固 体 の ５ － ア セ チ
ル － ２ ， ２ － ジ メ チ ル － １ ， ３ － ジ オ キ シ ナ ン － ４ ， ６ － ジ オ ン ４ ． ８ ７ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ６ 】
【 化 ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ７ 】
実 施 例 １ ７
　 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル １ ． ４ ３ gを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー
テ ル ３ ０ ml中 の 実 施 例 １ ６ に よ る ５ － ア セ チ ル － ２ ， ２ － ジ メ チ ル － １ ， ３ － ジ オ キ シ ナ
ン － ４ ， ６ － ジ オ ン １ ． ８ ６ gの 懸 濁 液 に 加 え 、 混 合 物 を ２ ３ ℃ で 、 ６ 時 間 攪 拌 し 、 そ の
後 、 冷 蔵 庫 中 に 更 に ６ ０ 時 間 放 置 し た 。 形 成 さ れ た 固 体 を 吸 引 下 で 濾 別 し 、 各 回 ｔ ｅ ｒ ｔ
－ ブ チ ル メ チ ル エ ー テ ル １ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 で 洗 浄 し た 。 粗 生 成 物 を 酢 酸 エ チ ル ： ヘ プ
タ ン （ ４ ： １ ） を 使 用 し て シ リ カ ゲ ル 上 の カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 精 製 し た 。 ５
－ （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル － １ ， ３ －
ジ オ キ シ ナ ン － ４ ， ６ － ジ オ ン の 明 黄 色 の 固 体 １ ． ３ ４ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ８ 】
【 化 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ９ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ Ｃ Ｈ ２ Ｃ ｌ ２ ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ３ nm、 ε ＝ ６ ５ ３ １ １ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ c
m－ １ 。
【 ０ １ ４ ０ 】
実 施 例 １ ８
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　 ジ メ ド ン ３ ． ０ ９ g、 酢 酸 ４ gお よ び ポ リ リ ン 酸 １ １ gの 混 合 物 を 、 １ ０ ０ ℃ で ４ 時 間 加
熱 し た 。 ２ ３ ℃ に 冷 却 後 、 氷 ４ ０ gお よ び 水 ４ ０ mlを 加 え 、 形 成 さ れ た ゴ ム 様 の 生 成 物 を
結 晶 化 が 始 ま る ま で ガ ラ ス 棒 で こ ね た 。 固 体 を 濾 別 し 、 各 回 水 ３ ０ mlを 使 用 し て ２ 回 洗 浄
し 、 そ し て ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 明 黄 色 の 固 体 の ２ － ア セ チ ル － ５ ，
５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン ２ ． ５ １ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ １ 】
【 化 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ２ 】
実 施 例 １ ９
　 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル １ ． ９ ２ gを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー
テ ル ２ ６ ml中 の 実 施 例 １ ８ に よ る ２ － ア セ チ ル － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １
， ３ － ジ オ ン ２ ． ３ ４ gの 溶 液 に 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 １ ６ 時 間 攪 拌 し た 。 形 成 さ れ た 固 体 を
吸 引 下 で 濾 別 し 、 各 回 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー テ ル ５ mlを 使 用 し て ２ 回 洗 浄 し 、 ４ ０
℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 明 黄 色 の 粉 末 状 の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ －
ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン １ ． ４
４ gが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ３ 】
【 化 ２ ９ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ４ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ３ nm、 ε ＝ ５ ６ １ ６ ９ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ４ ５ 】
実 施 例 ２ ０
　 実 施 例 １ ９ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － ５ ， ５ － ジ
メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン ４ ７ ４ mgを 、 エ タ ノ ー ル ５ ml中 に 溶 解 し 、 ２ ３
℃ で 、 ナ ト リ ウ ム メ タ ノ レ ー ト １ ０ ８ mgと 共 に １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 エ タ ノ ー ル １ ． ５ ml中
の 無 水 塩 化 銅 （ II） １ ３ ４ mgの 溶 液 を 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 更 に １ ． ５ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。
反 応 溶 液 を ジ ク ロ ロ メ タ ン ３ ０ mlで 希 釈 し 、 水 １ ０ mlで 洗 浄 し た 。 有 機 相 を 硫 酸 ナ ト リ ウ
ム 上 で 乾 燥 さ せ 、 濾 過 し 、 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し た 。 緑 褐 色 の 固 体 の
ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン
－ １ ， ３ － ジ オ ナ ト ） 銅 （ II） ４ ９ ５ mgが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ６ 】
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【 化 ３ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ７ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ０ nm、 ε ＝ ７ ５ ２ ９ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ４ ８ 】
実 施 例 ２ １
　 実 施 例 １ ９ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － ５ ， ５ － ジ
メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン ４ ７ ２ mgを 、 エ タ ノ ー ル １ ０ ml中 に 溶 解 し 、 ２
３ ℃ で 、 １ Ｎ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 ２ mlと 共 に １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 エ タ ノ ー ル ３ ml中 の 塩
化 コ バ ル ト （ II） ６ 水 和 物 ２ ３ ７ mgの 溶 液 を 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 更 に １ ８ 時 間 攪 拌 を 継 続 し
た 。 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し 、 残 渣 を ジ ク ロ ロ メ タ ン １ ０ ml中 に 取 り 、
硫 酸 ナ ト リ ウ ム 上 で 乾 燥 さ せ 、 濾 過 を 行 い 、 再 び 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去
し た 。 ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ
キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ナ ト ） コ バ ル ト （ II） ５ ８ ０ mgが 暗 緑 色 の 固 体 の 形 態 で 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ９ 】
【 化 ３ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ０ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ １ nm、 ε ＝ ６ ０ ８ ４ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ５ １ 】
実 施 例 ２ ２
　 実 施 例 １ ９ の ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン ） － ５ ， ５ － ジ
メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ ， ３ － ジ オ ン ４ ７ ４ mgを 、 エ タ ノ ー ル ５ ml中 に 溶 解 し 、 ２ ３
℃ で 、 ナ ト リ ウ ム メ タ ノ レ ー ト １ ０ ８ mgと 共 に １ ５ 分 間 攪 拌 し た 。 水 １ ml中 の 無 水 塩 化 ニ
ッ ケ ル （ II） １ ２ ９ mgの 溶 液 を 加 え 、 ２ ３ ℃ で 、 更 に ２ 時 間 攪 拌 を 継 続 し た 。 溶 媒 を ４ ０
℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し 、 残 渣 を ジ ク ロ ロ メ タ ン １ ０ ml中 に 取 り 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム
上 で 乾 燥 さ せ 、 濾 過 を 行 い 、 再 び 溶 媒 を ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 除 去 し た 。 緑 色 の 固
体 の ビ ス （ ２ － （ ３ － ジ メ チ ル ア ミ ノ － ア ク リ ロ イ ル ） － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － シ ク ロ ヘ キ
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サ ン － １ ， ３ － ジ オ ナ ト ） ニ ッ ケ ル （ II） ４ ６ ３ mgが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ５ ２ 】
【 化 ３ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ３ 】
Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ７ ３ nm、 ε ＝ ６ ９ ４ ５ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ５ ４ 】
実 施 例 ２ ３
　 ３ － ア セ チ ル － ６ － メ チ ル － ピ ラ ン － ２ ， ４ － ジ オ ン １ ． ０ g、 パ ラ ジ ウ ム 担 持 炭 素 （
５ ％ ） １ ０ ０ mgお よ び 酢 酸 １ ５ mlの 混 合 物 を 、 ２ ３ ℃ で 、 水 素 圧 １ ０ バ ー ル 下 に ２ ４ 時 間
水 素 添 加 し た 。 触 媒 を 濾 別 し 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー テ ル で よ く 洗 浄 し 、 溶 液 を 蒸
発 乾 固 し た 。 無 色 の 固 体 の ３ － ア セ チ ル － ６ － メ チ ル － ジ ヒ ド ロ － ピ ラ ン － ２ ， ４ － ジ オ
ン ９ ０ ０ mgが 得 ら れ た 。
【 ０ １ ５ ５ 】
【 化 ３ ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ６ 】
実 施 例 ２ ４
　 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド ジ メ チ ル ア セ タ ー ル ４ ８ ０ mgを 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー テ
ル ７ ml中 の 実 施 例 ２ ３ に よ る ３ － ア セ チ ル － ６ － メ チ ル － ジ ヒ ド ロ － ピ ラ ン － ２ ， ４ － ジ
オ ン ６ ０ ０ mgの 懸 濁 液 に 加 え 、 そ の 後 、 ２ ３ ℃ で ４ 時 間 攪 拌 し 、 ２ ３ ℃ で 更 に ６ ０ 時 間 放
置 し た 。 形 成 さ れ た 固 体 を 吸 引 下 で 濾 別 し 、 各 回 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル メ チ ル エ ー テ ル １ mlを
使 用 し て ２ 回 洗 浄 し 、 ４ ０ ℃ ／ ２ ． ５ ・ １ ０ ３ Paで 乾 燥 さ せ た 。 ３ － (３ － ジ メ チ ル ア ミ
ノ － １ － ヒ ド ロ キ シ － ア リ リ デ ン )－ ６ － メ チ ル － ジ ヒ ド ロ － ピ ラ ン － ２ ， ４ － ジ オ ン ５
４ ２ mgが 、 ベ ー ジ ュ 色 の 粉 末 の 形 態 で 得 ら れ た 。
【 ０ １ ５ ７ 】
【 化 ３ ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ８ 】
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Ｕ Ｖ ／ Ｖ Ｉ Ｓ （ エ タ ノ ー ル ） ： λ ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ８ nm、 ε ＝ ５ ９ ８ ５ ０ 　 ｌ ・ mol－ １ ・ cm
－ １ 。
【 ０ １ ５ ９ 】
実 施 例 ２ ５
　 実 施 例 ２ の 化 合 物 １ ． ０ gを 、 ２ ， ２ ， ３ ， ３ － テ ト ラ フ ル オ ロ － １ － プ ロ パ ノ ー ル ９
９ g中 に 溶 解 さ せ 、 ０ ． ２ μ mテ フ ロ ン フ ィ ル タ ー で 濾 過 し た 。 そ の 後 、 色 素 溶 液 を 、 ス ピ
ン コ ー テ ィ ン グ 法 に よ り 、 ２ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 、 厚 さ １ ． ２ mmの ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 平 板 （ 直
径 １ ２ ０ mm） に 塗 布 し た 。 過 剰 の 溶 液 を 、 １ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 の 回 転 で 除 去 し 、 均 一 な 固 体
層 を 形 成 さ せ た 。 乾 燥 後 、 固 体 層 は 、 ３ ６ ０ nmで ０ ． ６ ３ の 吸 収 を 有 し て い た 。 光 学 測 定
装 置 （ Ｅ Ｔ Ａ － Ｒ Ｔ （ 商 標 ） 、 STEAGETA-Optik） を 使 用 し て 、 層 の 厚 さ が ３ ６ ． ７ nmで あ
り 、 ４ ０ ５ nmで の 屈 折 率 ｎ が ２ ． １ ６ で あ り 、 吸 光 係 数 ｋ が ０ ． １ ３ ７ で あ る こ と が 見 出
さ れ た 。 図 １ に は 、 屈 折 率 を 波 長 の 関 数 と し て 示 し た 。 図 ２ に は 、 吸 光 係 数 ｋ を 波 長 の 関
数 と し て 示 し た 。
【 ０ １ ６ ０ 】
実 施 例 ２ ６
　 真 空 コ ー テ ィ ン グ 装 置 （ Twister（ 商 標 ） 、 Balzers Unaxis） 中 で 、 溝 を 刻 み 込 ん だ 厚
さ １ ． １ mmの ポ リ カ ー ボ ネ ー ト デ ィ ス ク （ 直 径 １ ２ ０ mm、 溝 の ピ ッ チ ３ ２ ０ nm、 溝 の 深 さ
８ ０ nm、 溝 の 幅 １ ６ ０ nm） に 、 ５ ０ nm厚 の 銀 の 反 射 層 を 付 与 し た 。 実 施 例 ２ の 化 合 物 １ ．
０ 重 量 ％ を 、 ２ ， ２ ， ３ ， ３ － テ ト ラ フ ル オ ロ － １ － プ ロ パ ノ ー ル 中 に 溶 解 し 、 ０ ． ２ μ
mテ フ ロ ン フ ィ ル タ ー で 濾 過 し た 。 そ の 色 素 溶 液 を 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 に よ り 、 ２ ５
０ 回 転 ／ 分 で 反 射 層 の 上 に 塗 布 し た 。 過 剰 の 溶 液 を 、 １ ８ ０ ０ 回 転 ／ 分 の 回 転 で 除 去 し 、
均 一 な 固 体 層 を 得 た 。 乾 燥 （ ２ ０ 分 ／ ７ ０ ℃ ） 後 、 固 体 層 は 、 ３ ６ ０ nmで ０ ． ４ ８ の 吸 収
を 有 し て い た 。 Ｕ Ｖ 架 橋 性 の 光 ポ リ マ ー （ Ｓ Ｄ － ３ ４ ７ （ 商 標 ） 、 大 日 本 イ ン キ ） を ス ピ
ン コ ー テ ィ ン グ 法 に よ り 、 厚 さ 約 １ ０ μ mに 塗 布 し 、 Ｕ Ｖ 光 に よ り 架 橋 し た 。 波 長 ４ ０ ４ n
mの Ｇ ａ Ｎ レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド （ 日 亜 ） を 使 用 し て 出 力 ５ ． ５ ｍ Ｗ お よ び ラ イ ン 速 度 ５ ｍ
／ ｓ で 活 性 層 中 に マ ー ク を 書 き 込 ん だ 。 こ の 操 作 は 、 照 射 部 位 に お け る 反 射 性 の 減 少 を も
た ら し た 。
【 ０ １ ６ １ 】
実 施 例 ２ ７ ～ ４ ２
　 実 施 例 １ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ８ 、 ６ 、 １ ０ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ５ 、 １ ７ 、 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 、
２ ２ お よ び ２ ４ の 化 合 物 を 、 実 施 例 ２ ６ と 同 様 に し て 使 用 し た 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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